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伝　統
　の
逸　品
番外編

「豊 會記念應用化學實驗室」のレリーフ

　右から左に向けて「（上段）豊明会記念（下段）応
用化学実験室」と書かれたこの大きなレリーフ（写真
１）は、応用化学科の歴史を感じさせる伝統の逸品で
ある。現在も、早稲田キャンパス６号館北側（写真
２）で見ることができる。
　理工学部全体が現・西早稲田キャンパス（旧称・大
久保キャンパス）に移転を始め、応用化学教室が1967
年（昭和42年）に完全移転するまでは、改修前の６号
館すなわち応用化学実験室を応用化学科は本拠地とし
ていたのである。
　演劇博物館の隣に位置する６号館北側（写真２）の
１階は、現在、教育学部理学科の研究室や実験室とし
て使用されている。６号館の北側と南側の境目の部分
は昔の建築構造が残されており、写真２に見える３つ
のアーチ型の入口をくぐり、向かって左側（写真３）
の上部に写真１のプレートがある。
　レリーフにある豊明会は森村豊明会のことで、教育
や社会事業に多額の寄付を行った財団法人である。江
戸時代から活躍した商人で、明治～大正時代には財界
の重鎮となった森村市左衛門氏（６代目、男爵）が主
宰した。同氏は、現在のノリタケカンパニー、TOTO
や日本碍子（ガイシ）を設立、森村学園の開設者とし
ても知られている。
　森村豊明会から、早稲田大学とくに応用化学科は多
額の寄付を受けており、３つの実験室が建設されてい
る1，2）。（1）応用化学科の最初の実験室は1918年（大正
７年）、森村豊明会の寄付により建設された。豊明館
と名付けられた赤レンガ２階建ての威容な建物につい
ては、竣工式の写真が残っている１）。だが、この建物
は1923年（大正12年）９月１日の関東大震災により全
焼失してしまう。（2）つぎに、応用化学教室の仮実験
室が1924年（大正13年）に鉄骨コンクリートの建物と
して建設された。この際にも森村豊明会から多額の寄
付を受けている１）。この仮実験室は、1936年（大正11
年）まで使用された。（3）その後、1936年（昭和11年）
に応用化学教室の本建築が行われ、旧応用化学科９号
館（現６号館）が建設された。建築費の一部として豊
明会の寄付を受けている１）。当時としては日本最高の
化学実験室の設備であったという。改修前のこの建物
の一部（写真２）が６号館に残り、「豊明会記念応用
化学実験室」のレリーフ（写真１）もそのまま現存し
ている。
　森村豊明会や豊明館、さらには応用化学科との関連

を知る人は少ない２）。現在、理工学術院の62W-112に
「森村記念ラウンジ」の名を残すのみである。また、
Wikipediaには森村市左衛門氏（６代目）の項目があ
り、慶應義塾大学、日本女子大学、高千穂大学などへ
の寄付に関する記述があるが、早稲田大学や大隈重信
との交流に関する記述はない。応用化学科との関連に
ついての記述がないことを残念に感じているのは筆者
だけではないだろう。

文献 1）「早稲田大学理工学部百年誌 通史」， 早稲田大
学理工学部百年誌編纂委員会（2008）．とくに、応用
化学科の項（p. 379－398）を参考にしたが、２．「学
科を育てた人々」の２.３に森村市左衛門氏の項目が
ある。
2） 早稲田とともにわが人生， 宇佐美昭次 （2002）．

桐村　光太郎　（新制33回）
先進理工学部　応用化学科　教授

写真１　「豊明会記念応用化学実験室」のレリーフ

写真２　 早稲田キャンパス6号館北側と南側を連結す
る１階



　我が応用化学会の活性化の試みは、８年を経過しました。皆さまのご理解とご尽力により早稲田
大学内でも例を見ない様々な活動が活発に行われるに至りました。会員各位の母校愛に敬意を表す
るものであります。 
　応用化学科の発展は、教職員各位の研究努力と教育指導力の結果であり、また卒業生の夫々の分
野における活躍がその支えとなり、社会的に高い評価を勝ち得たものです。我々はその成果に甘ん
じることなく、更にこれを高め、後世に、後輩に引き継ぐべきものと考えます。
　私は、里見会長の後を受けて、本総会を以って現体制で２期４年の任務を終えました。 母校へ
の報恩の思いに衰えはありませんが、そろそろ次の世代へバトンを渡す時期になってきたと思い、
然るべき後継者を選び、依頼して参りました。残念乍ら直ぐに会長職を引き継いで頂ける会員を見
出すことは出来ませんでしたが、私があと１期２年の任務を果たせば、会長職を引き継いで頂ける
候補者を選びだすことが出来ましたので私が会長職を継続し、その候補者には理事として就任して
頂く事で総会での承認を頂きました。 役員会の学外理事に就きましても、次世代への転換を図る
目的と若手卒業生の母校への回帰を促進する目的もあり、大幅な若返りを図りました。
　これまで応用化学会の施策として重きを置きましたのは、通常の講演会、会報の発行、奨学金の
支援等の他に、将来の応用化学会を背負う学生諸君との接点を深め、卒業後も会への協力を深めて
貰う様な諸施策を実行してきましたが、８年間の努力にも係わらず、卒業後の若手会員の会費納入
率は改善されず、残念ながらこれらの施策が卒業後の若手会員の関心を応用化学会に強く引き付け
ることに効果があったと云う感触は得られませんでした。
　我々は今後も引き続き学生諸兄の応用化学会への関与を深める努力は続けますが、もっと現実的
に卒業後の若手会員の応用化学会への回帰を促す以下の施策を執り、会費の減少傾向に歯止めを掛
け、今同様の活動が継続出来る様に基盤を固めることが、次の体制に申し送る重大な任務と認識し
ています。
　ソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）を利用する「ネット応化会」の発足がその一
つの試みであります。更に、応用化学科の全教員のご協力を得て、定期総会のメインイベントとし
て” 応用化学最前線―教員からのメッセージ― “という先進研究講演会を企画しました。 これは、
教員、社会人、学生間の交流や懇親を深め、同時に若手卒業生が大学の研究や応用化学会への関心
を深めることを期待するものでもあります。今後3年間掛けて全研究室の活動状況を披露して頂く
ことになります。現在、卒業回別会費納入率は、年代が低い順に低下していきます。何とかこの傾
向を改善する施策が急務であります。いずれ60ないし65歳になり、現役を引けば母校に回帰するで
あろうと言う様な、漫然たる見通しや期待では会の運営は成り立ちません。若しかすると我々の持
つ関心と若手のそれとは相容れないのかも知れません。 しかし、此の学び舎に育ち、友を得、そ
の背番号を背負って生きてきた人間がその故郷を忘れてしまう事などあってはならないし、母校を
愛し、後輩を思う気持ちを、次世代に伝える事も我々先人の任務であると信じます。皆様方の更な
るご理解とご協力を切にお願い致します。

応用化学会の新たな発展への施策

早稲田応用化学会会長
新制9回　河村　宏
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先進講演会プログラム
日時：2012年5月26日 （土）16:00－18:30
会場： 早稲田大学　西早稲田キャンパス
　　　55号館N棟1階大会議室
16：00－16：30　電気化学分野
　　　　　　　　本間敬之　教授

「演題　固液界面反応制御とナノファブリ
ケーション」
　電気化学系を中心とした固液界面反応プ
ロセスを例に、反応機構の実験的・理論的
解析およびそれに基づく反応制御、さらに
ナノ構造形成・機能特性発現とデバイス応
用などについて、最近の成果をまとめて紹
介する。

16：30－17：00　触媒化学分野
　　　　　　　　関根　泰　教授

「演題　非在来型触媒反応の学理と応用」
　水素製造のための非在来型触媒プロセス
の開発において、触媒の高性能化および電
場などの外力を生かした低温化について詳
細な検討を行なってきた。これらの基礎的
学理からプロセスへの展開応用までを総括
する。

17：00－17：30　高分子分野
　　　　　　　　小柳津研一　教授

「演題　蓄電機能高分子の合成・物性化
学」
　高分子は分子レベルの微細な性質を、手

にとれる「モノ」のレベルまでスケールア
ップして発揮させることができる。有機太
陽電池や光空気電池を例に、導電、蓄電お
よび創電を担う高分子の設計とその合成化
学を紹介する。

17：30－18：00　有機合成化学分野
　　　　　　　　細川誠二郎　准教授

「演題　天然物合成の世界」
　天然有機化合物は生理活性のみならず、
その構造自体魅力的なものが多く、デザイ
ン性と非対称性が特徴である。これらの分
子を人工的に組み立てる研究とはどのよう
なものかを、いくつかの成果と共に紹介す
る。

18：00－18：30　無機化学分野
　　　　　　　　黒田一幸　教授

「演題　無機合成化学の新展開」
　有用な無機物質群の創製と、それらの組
成構造制御をナノ・メソスケールレベルで
達成することを目指している。無機あるい
は無機有機複合系の物質化学・合成化学に
関わる最近の研究成果からいくつかの話題
を紹介する。

ポスター展示、交流会（懇親会）
18：30－20：30　会場　63号館1階カフェテリア
「馬車道」

トピックス　先進研究講演会開催報告
「応用化学最前線―教員からのメッセージ」

早稲田応用化学会　庶務理事
平沢 泉（新制26回）

　2012年5月26日（土）応用化学会の総会開催に合わせて、本講演会を、応用化学科、早稲田応用
化学会の共催で開催しました。応用化学科の教員は、21世紀COEプログラム「実践的ナノ化学教育
拠点」や早稲田大学グローバルCOEプログラム「実践的化学知」教育研究拠点の中核になって、実
践的化学知を探求してきております。応用化学科の教員に、応用化学会会員である企業の研究者・
技術者や、学生諸君に、自らの研究分野を紹介し、その先進性、先導性を熱く語っていただきまし
た。また、交流会の場をプラットフォームに、その研究分野のポスターを展示しながら、交流、懇
談を深め、早稲田応用化学科の研究に関する理解を深め、講演も含めて参加者から大好評をいただ
きました。5名の先生方の講演概要を掲載いたしますので、ご覧ください。この企画は、2012年から
2014年の総会開催時に、すべての応化教員が講演できるように準備をしておりますのでご期待くだ
さい。
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応用化学科　教授　本間　敬之
「固液界面反応制御とナノファブリケーション」

1．はじめに
　めっきや電池
電極反応など固
液界面反応を利
用した電気化学
プロセスは、量
産性や大面積へ
の均一形成性に優れ、またスパッタなどのドラ
イプロセスに比較して装置も簡便で低エネルギ
ーであることから、従来から種々の表面機能化
に応用されてきた．一方、本プロセスは精密な
制御性・形成性にも優れることから、近年急速
に進展するナノファブリケーション（微細構造
形成）の手段として注目され、シリコン集積回
路（ULSI）内部の微細銅配線）や高密度実装
など、様々なデバイス・システム形成にも適用
が広がっている。ここではこのような電気化学
プロセスによる析出やエッチング反応を用いた
ナノファブリケーションの例を紹介する。
2．�ナノスケール強磁性体の規則配列形成と超
高密度磁気記録媒体への応用

　今日の高度情報化社会を支えるハードディス
クドライブには、絶え間ない大容量化すなわち
記録媒体の高密度化が求められ、研究開発のタ
ーゲットは1Tbit/inch2、すなわち1平方インチ
あたり1兆ビットのオーダーとなっている。こ
の領域では1ビットのサイズは25nm以下となる
ため、これを実現する一つの方法として、ナノ
スケールの強磁性体を規則的に配列形成させた
ビットパターン媒体が有望視されている。我々

は、電気化学プロセスの特徴を活かした強磁性
ナノドットの形成を試みている。強磁性体には
高い磁気特性を示すCoPt系やFePt系を適用し、
パターン基板の形成にはナノインプリント法や
電子線描画法を用いている。図1にその形成例
を示す。均一なナノスケールの磁性体が欠陥な
く形成されていることがわかる。

3．陽極酸化法によるSi微細孔アレイの形成
　電気化学プロセスでは印加電位極性の反転に
より、上記のような還元反応のみならず、酸化
反応すなわちエッチングも可能である。我々は
光照射を援用した陽極酸化プロセスにより、Si
ウェハの微小領域に対し、位置選択的に所望の
サイズの微細孔配列を形成可能であることを見
出した。さらにその表面に種々の処理を施すこ
とにより、図2に示すような微細なガラスチュ
ーブアレイを形成できることを示した。これは
マイクロリアクターとしての応用が期待されて
いる。

4．むすび
　以上のように、固液界面反応の特徴を活かし
たプロセス設計により、簡便・精密なナノファ
ブリケーションが可能であり、その反応プロセ
スの解明が進み、より精密な制御が可能となれ
ば、今後様々なデバイスやシステム形成に適用
範囲も一層広まっていくことが期待される。な
お、本内容の詳細については、例えば、研究紹
介としてまとめられた文献（1）などを参照さ
れたい。
文献
（1）本間敬之：応用物理，81，406（2012）．

図1．CoPt磁性ナノドットの形成例

図2．Siウェハから形成されたガラスチューブアレイの例
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応用化学科　教授　関根　泰
「非在来型触媒反応の学理と応用」

　関根研究室で
は「非在来型触
媒反応でエネル
ギー・環境の次
世代を切り拓
く」をキーワー
ドに、4名の日
本人博士課程学
生、19名の修士、8名の学部学生とともに、「こ
れまでになかった触媒システム」を指向した研
究を進めている。科研費基盤研究B、NEDO元
素戦略、JOGMECの各予算による「基礎的な
学理探求」と、12社との協業による「応用を指
向した展開研究」を並行して行っている。
　これまでに、放電現象と触媒反応の複合化に
よる多様な反応への展開を進め、また電場の中
での低温触媒反応を世界で初めて提唱してき
た。また多様な構造を有する「少し歪んだ」酸
化物を触媒担体として用いることで、触媒性能
の高機能化が実現できることを示してきた。こ
れらの高性能な触媒の学理解明の点では、毎年
2回冬と夏に兵庫SPring-8において高輝度X線
を用いたin-situ解析を行い、反応中の触媒の情
報をダイレクトに得て、新たな展開へとつなげ

ている。一方で、水素製造触媒や脱水素触媒、
自動車触媒などで次世代のキーとなりうる技術
を創出し、現在それぞれ関連各社との共同開発
を進めている。5月の講演会当日は、このよう
な関根研究室のアクティビティの一端をご紹介
した。また本年秋には、修士以上23名が全員、
遠隔地での学会発表（海外8件を含む）を各自
行い、日ごろの研究の成果を発表・討議する予
定である。ご縁があればぜひご聴講いただき、
ご議論いただければ幸いである。
　人類が閉じた殻の地球の中で、有限な資源を
基にサステイナブルに暮らしていくためには、
何が必要となるか、時流に流されずじっくり考
える必要がある。研究室では毎週の研究ゼミで
の徹底的なディスカッションとは別に、週2回、
各自持ち寄った新聞記事一つを互いに紹介し合
って議論し、じっくり考える勉強会も行ってい
る。広い視野と深い専門性を併せ持った高度な
エンジニアを育成すべく、今後も研究・教育の
両輪で微力ながら頑張っていきたい。
　研究に関しては関根研ウェブサイト（「関根
泰」で検索）をご参照いただき、興味を持って
いただいた折にはぜひ研究室（65号館301A
室・要事前連絡）へも足をお運びいただければ
幸いである。今後も早大応化のますますの繁栄
のために尽力しつづけたい。
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応用化学科　教授　小柳津　研一
「蓄電機能高分子の合成・物性化学」

　電気化学的に
可逆なレドック
ス席を高密度で
含有する非共役
系ポリマーが、
優れた電荷輸
送・貯蔵特性を
有することを明
らかにしている。電荷の高密度蓄積が可能なレ
ドックス席と主鎖構造を分子設計すると、形成
されるレドックス勾配から電荷輸送の駆動力を
引き出すことができる。レドックス席間の電子
交換がポリマー内で長距離にわたって連続的に
生起することが、可逆的・高速かつ高密度な電
荷貯蔵にとって必要である。有機ポリマーは、
分子設計によって酸化還元電位や酸素との反応
性を制御できるため、空気（酸素）極と組合せ
た空気電池の負極活物質に適用できる。正極側
の酸素4電子反応（O2 + 4e－+ 2H2O ⇌ 4OH－）
を、キノン置換ポリマー負極の2電子反応
（AQ + 2e－ ⇌ AQ2－）と組合せた多電子充放
電機構により、0.63 Vにおいて劣化なく500回
以上の充放電が可能な有機空気電池が得られる
ことを明らかにした。さらに、色素を複合した
有機負極が犠牲試薬の存在下で光還元 （充電） 
されることを利用して、光空気二次電池を構成
することも可能である。これは、電気の不使用
時に有機負極が自然に光充電され、使用時は酸
素を消費しながら放電する新しいタイプの光蓄
電池である。本講演では、エネルギー変換に関
わる機能性高分子を例に、分子レベルの微細な
性質を手にとれる「モノ」のレベルまでスケー
ルアップして発揮させることができる高分子の
面白さについて述べた。
　1）n型ポリマーの設計と合成　　可逆的に
還元ドープ可能なn型ポリマーは、EL素子や太
陽電池などの電子注入・輸送層だけでなく、二
次電池の負極活物質としての可能性がある。p
型ポリマーに比べ具体例の少ないn型ポリマー
について、合成と基礎的な性質を検討してい

る。卑な電位で電気化学的に可逆性高く酸化還
元し、電極活物質として充・放電の両状態で安
定なポリキノンに着目し、電解質膨潤ポリマー
膜の充放電特性を明らかにした。電池の繰返し
充放電に耐える化学安定度を得るため、キノン
部位としてアントラキノン骨格が特に有用であ
り、適切な主鎖構造を選ぶと電解質溶液中で不
溶ながら膨潤する高分子量体が得られた。集電
体上に成膜すると、－1 V付近で数百サイクル
以上繰り返し安定な酸化還元波を与え、実測の
レドックス容量はレドックス等重量に基づく計
算容量に近く、ポリマー膜全体が電極反応に関
与していることが分かった。
　2）蓄電デバイスの試作　　ポリマーを電極
活物質として用いた有機蓄電デバイスを作製
し、電流・電圧特性、繰返し充放電の安定性、
電荷保持力などを明らかにし、電圧1.6 V程度
で容量低下なく100サイクル以上の充放電特性
を実証している。空気電池は、一般に塩基性電
解液と酸化マンガン系正極触媒を用いて酸素4
電子還元を正極反応とした電池であり、負極活
物質にはZn（金属）が用いられている。得ら
れたn型ポリマーが塩基性（水系）電解液中で
も可逆的な電極反応を生起し、高容量で充放電
できることを用いて、酸化マンガン系正極触媒
と組合せた有機空気二次電池を作製、動作実証
した。有機ポリマーを負極としたことにより、
優れたレート特性に加え、有機物ならではの利
点（透明、軽量、フレキ化可能、低環境負荷な
ど）を持たせることもでき、従来にない二次電
池としての展開が期待できる。
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応用化学科　准教授　細川　誠二郎
「天然物合成の世界」

　天然物合成は
生理活性物質研
究の礎を築き、
新規骨格構築法
や新反応を見い
だす機会とな
る。当研究室で
は鎖状化合物や含芳香族多環式化合物の合成研
究を行っており、標的天然物を効率的に合成す
べく、日々努力している。
　講演では、遠隔不斉誘導反応を使った鎖状立
体制御合成とv-Srcチロシンキナーゼ阻害物質
ヒバリマイシノンの全合成を題材に、我々の取
り組みを紹介した（下図1および図2）。

　合成研究というのは、ただ単にモノを混ぜれ
ばよいというものではない。天然物合成は、反
応の知識だけでなく、合成戦略のデザイン、基
質に合った反応条件の設定、反応系の状態変化
を見逃さない観察眼、粘り強い条件検討、構造
解析やコンフォメーション解析などの様々な力
が必要であり、まさに総合格闘技である。講演
を通じて、次から次へと現れる問題に丁寧に対
応している姿勢をご理解いただければ幸いであ
る。問題は場面場面でそれぞれ異なるので、融
通性と開拓精神が不可欠であり、そのため全合
成を完了したときは、一つの冒険をやり終えた
心地よさと達成感が味わえる。
　今後も、当研究室のメンバーの手から美しい
化学が紡ぎだされ、新物質が開発されることを
ご期待ください。

図2．ヒバリマイシノンの全合成

図1．遠隔不斉誘導反応と鎖状立体制御合成
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応用化学科　教授　黒田　一幸
「無機合成化学の新展開」

　我が国のナノ
テクノロジー・
材料分野の重要
課題としてナノ
エレクトロニク
ス、グリーンナ
ノテク、ナノバ
イオに資する新物質・新材料が期待されている。
ナノ空間材料は広い社会ニーズに貢献し、空間空
隙の設計利用技術は異分野融合の研究領域の中心
であることから、無機合成化学が挑戦すべき課題
が数多く存在する。無機合成化学の発展に貢献す
べく、文科省「元素戦略プロジェクト」他の資金
を頂いて、当研究室では上記の視点を含め低分子
量無機化合物から無機固体にわたる幅広い分野で
成果を発表してきた。本講演では、当研究室から
の最近の成果、特に2011～12年3月の博士学位取得
者（浦田千尋、黒田義之、高橋信行、Kwang-Min 
Choi、河原一文、島田智子、高井あずさ、若林隆
太郎）の成果からそのごく一部を紹介する。
　アルコキシシラン類は表面処理剤やハイブリッ
ド合成に重要な役割を果たしているが、合成過程
でHClの発生しない実用性の高いアルコキシシラ
ン合成法を新たに提案した。Lewis酸触媒存在下
でクロロシラン類と非対称エーテルの反応により
アルコキシシラン類を合成できる。またアルコキ
シシランとクロロアルコキシシランの直接アルコ
キシシリル化を開発し、分岐鎖状オリゴマーSi
［OSiR1（OR2）2］4合成の新ルートを開拓した。
　ケイ酸塩八量体（［Si8O20］－8）を段階的にシリル
化することで、それをコアとするデンドリマーの
合成に成功した。直径1.5nm程度の球状分子であ
り、有機溶媒可能の世界最小のシリカ系ナノ粒子
とみなすことができる。デンドリマー合成の途中
でクロロジメチルシランを用いてデンドリマー表
面にSi-H基を存在させナノ材料合成のビルディン
グブロックとして提案した。
　テトラエトキシシラン、トリスヒドロキシメチ
ルアミノメタン、水を用いて高分散の粒径10-
20nm程度のシリカナノ粒子を合成した。また炭酸
カルシウムの結晶多形をメソポーラスシリカの細
孔表面を利用して制御した。メソポーラスシリカ
の存在下で、熱力学的安定相ではないvaterite構造

の炭酸カルシウムが選択的に生成した。これは特
定のサイズのメソ空間が結晶の多形制御に有効で
あることを示す初の成果である。
　シリカナノ粒子の規則的配列によるコロイド結
晶形成は良く知られている。ナノ粒子間の間隙に
金イオンを導入・還元で金を析出させ、表面に凹
凸構造を有する板状金ナノ構造体を得た。シリカ
ナノ粒子が三次元的なナノ空間を有するにもかか
わらず、生成物は表面に凹凸状のナノ構造を有す
る二次元的な板状形態であることを示した。同一
鋳型から三次元構造金ナノ構造体を形成する手法
も提案し、制限空間を用いた物質設計に新たな観
点を提供した。
　コロイド状メソポーラスシリカナノ粒子の合成
も新展開を示した。シリカ源のテトラアルコキシ
シランのアルコキシ基の種類によるナノ粒子の粒
径制御を見いだした。ナノ粒子の分散状態を維持
したまま、透析法で鋳型をほぼ完全に除去できる
ことを見いだした。エテニレン架橋型シルセスキ
オキサン骨格を有するコロイド状メソポーラスナ
ノ粒子は高い耐加水分解性や低溶血性を有するこ
とを明らかにした。
　ブロックコポリマーを鋳型としたメソポーラス
金属合成で、メソ孔の直径を従来の約3-7倍まで拡
大させた。またブロックコポリマーに対する白金
塩水溶液の添加量を減少させ、二次元ヘキサゴナ
ル構造およびラメラ構造を形成させることに成功
し、メソポーラス金属においてもメソ構造は制御
できることを実証した。
　層状ケイ酸塩の層表面をイミダゾール基含有シ
リル化剤で修飾することにより、層間のイオン交
換能を陽イオン交換から陰イオン交換に変換でき
ることを示した。これは陰イオン性色素や薬物の
層間導入を可能にするもので、層状ケイ酸塩の可
能性を大きく拡大した。さらに水系での分散と層
剥離にも成功した。
　以上の成果は、博士学位取得者のみならず、研
究室を構成する全メンバーの協力の賜物であり、
成果は雑誌の表紙を飾り、VIP（Very Important 
Paper）論文として取り上げられ、Nature誌News 
& Viewsに取り上げられるなどしている。また学
協会での発表がベストポスター賞、優秀講演賞な
どの受賞につながっている。今後もオリジナルな
アイデアで研究を推進したい。（紙幅の関係で文献
を略した。研究室HPでご確認いただきたい。）
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トピックス　第20回交流会・講演会
『化学の力が生み出した炭素繊維複合材料（CFRP）と現代社会への貢献』
　　　　　　－ボーイング７８７用材料開発を中心として－

小田切　信之（1979年早稲田大学理工学部応用化学科修士課程修了、新29回生、篠原研）
東レ株式会社　ACM技術部長（炭素繊維複合材料関連技術プロジェクトの統括･運営）

【注】ACM：Advanced Composites Material（先進複合材料）

（講演会概要）ボーイング787にspec inし、今もっとも注目を集めている話題である炭素繊維開発の責任者
である東レ株式会社　ACM技術部長小田切　信之氏を迎え首題で講演会を開催した。本講演全般を通じて
演者は、手品のようなことが出来る化学の力を強調し、特に若い世代の参加者をエンカレッジするとともに
参加者全員に化学の魅力をメッセージし続けられた。今回は、学内他学科の先生、研究員及び学生さんの
みならず、早稲田大学「出る杭プログラム」から高校生の参加や一般企業からOB以外の方の参加もあり、
グローバルN0.1の技術に対する興味の大きさを伺う事ができた。例年になく外は大変寒い一日であったが、
講演会場、懇親会場は演者および参加者の熱意に溢れていた。演者が何回か強調された「化学の力」を参
加者一同が確信することができる有意義でかつ参加者全員が元気になれる講演会であった。（2012年3月17
日開催）

1．東レの炭素繊維事業の概要
　東レは現在、「Green Innovation」を全社プ
ロジェクトとして資源を集中している。事業は
3つのセグメントで展開している。一つ目は基
幹事業であり、繊維やプラステックを対象とし
ている。二つ目には戦略的拡大事業であり、情
報通信分野および炭素繊維事業を対象としてい
る。「Green Innovation」の代表格であり利益
率の高い炭素繊維事業は将来の東レの基幹とし
て期待されている。三つ目には重点育成・拡大
事業があり、環境エンジニアリング、ライフサ
イエンスを対象としている。

　炭素繊維の用途別需要、地域別需要の経時で
の変化をグラフで示すと、図3のように増加し

ており、この先もアジア、欧州の産業用途の成
長が大きく見込まれている。
　1879年のエジソンの電球のフィラメントは炭
素繊維の端緒であるが、ポリアクリルニトリル
系炭素繊維は大阪工業試験所進藤博士の基本原

図1．炭素繊維を取り巻く社会環境と用途展開

図2．炭素繊維によるグリーンイノベーション

図3．炭素繊維の需要見通し
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理の発明による。
　髪の毛が50μmほどの太さに対して5μmほ
どの太さである炭素繊維を、71年に工業化した
ときから、東レ経営陣は一貫して、この素材は
必ず社会の役に立つという信念のもと忍耐強く
投資を継続し、経営の意志を貫いてきた。これ
も現在のサクセスストーリーの大きな要因でも
あると考えている。

2．炭素繊維の特徴と合成方法
　炭素繊維の特徴としては、軽いこと、強いこ
とがあるが、強度および弾性率を比重で割った
比強度、比弾性率の二軸でプロットすると、ア
ルミ合金、チタン合金はもとよりガラス繊維コ
ンポジットやケプラーに代表されるアラミド繊
維より圧倒的に高い領域に炭素繊維は位置す
る。これがアドバンスと呼んでいる所以でもあ
る。
　炭素繊維の合成方法を簡単にまとめると、ま
ずポリアクリロニトリルを200℃～300℃でじっ
くりと加熱することでアメ色の耐炎化糸とする。
その後1000℃～3000℃で不活性雰囲気のなかで
焼成することでグラファイト構造をつくり、表

面をサイジング剤で処理して炭素繊維とする。
　炭素繊維としての最も大きな特徴は軽くて強
いことであるが、その破壊は、破断面の電子顕
微鏡観察で認められる繊維表面のdefect（欠
点）の存在がキッカケとなる。炭素繊維高強度
化の極限を追求する課程を時間軸で振り返ると
ミクロンサイズ、サブミクロンサイズそしてナ
ノサイズの繊維のdefectを克服したことで、次
第に強度を上げる、極限へのチャレンジの歴史
といえる。しかしながら理論値はまだまだ10倍
以上先にあり、今後とも挑戦は続く。
　同様に高弾性率の極限の追求は、炭素繊維を
構成しているグラファイトの配向を制御する歴
史であった。これも80%、95%とorientationを
上げることにより弾性率が向上しきてきた。す
でに現時点では理論値の7割程度に近づいてき
ており、困難な研究開発ではあるが、世界のト
ップを走り続ける為に、本課題へのチャレンジ
も続く。

3．炭素繊維の供給とグローバル体制
　当該領域に東レは71年から参入し、70年代80
年代には欧米、アジアの各社が参入してきた

図4．炭素繊維開発の歴史 図6．炭素繊維の特徴

図7．炭素繊維の構造と力学特性マップ

図5．炭素繊維の需要拡大
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が、現在ではほとんどのメーカーが撤退や事業
売却または規模縮小をしている。その中で東レ
を始めとして、東邦テナックス、三菱レイヨン
等日本のメーカーが健闘しており、世界シェア
の約7割を制している。世界に誇れる日本の技
術領域であるといえる。

　東レはEU市場、US市場、日本・アジア市場
等の最大消費地で、グローバルな生産拠点とと
もに研究開発拠点を最適配置している。すなわ
ちアクリル繊維、炭素繊維、プリプレグ、コン
ポジットそれぞれの生産供給をグローバルにイ
ンテグレートして世界のお客様の需要に答える
体制を構築している。

　炭素繊維は、そのもの自体（ボビン状）、ク
ロス、プリプレグ、チョップド等の製品形態
で、それぞれ、圧力容器、自動車・自転車・船
舶、航空機・ゴルフシャフト、パソコン等に活
用されている。

4．炭素繊維複合材料の事例、航空機
　航空機メーカーシェアは、ボーイングとエア
バスで2分している。ボーイング社の民間航空
機におけるコンポジット使用比率拡大を振り返
ると、80年代後半には7%であったものが、90
年代後半では777で12%に上がり、そして昨年
ついに787では50%の使用率に達した。

　航空機への使用比率を飛躍的に上げるために
は、壊れると飛行が継続できなくなる一次構造
部材に適用する必要があった。炭素繊維複合材
料（CFRP）に求められるブレークスルーは、
損傷許容設計を満足するための耐衝撃性の改善
であった。すなわち飛行中に雹、飛び石、保守
点検用工具などによる衝撃を受けた時の、強度
の低下を食い止めることにあった。一般にアル
ミ合金の場合、衝撃エネルギーを受けても残存

図8．炭素繊維メーカーの消長

図9．世界の炭素繊維市場シェア

図12．民間航空機におけるコンポジット使用比率の拡大

図10．生産供給グローバルインテグレーション

図11．炭素繊維の製造形態・成形法・用途例
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圧縮強度はさほど低下しないが、炭素繊維複合
材料の場合、衝撃エネルギーの増大に伴って急
激に低下してしまう。これば信頼性の低下を意
味し、航空機用の構造材料としては致命的な欠

点であった。
　この課題のブレークスルーに著者らは何回も
壁にぶつかったが、結果的には、プリプレグを
もう一段複合化することで解決することができ
た。具体的には、プリプレグ表面のマトリック
ス樹脂であるエポキシ樹脂に高靭性の熱可塑樹
脂粒子を均一に配置した。衝撃を受けた時、広
い範囲に広がっていたクラックが、高靭性粒子
によって衝撃エネルギーが吸収されることでそ
の進展が抑制され、クラックを小さな範囲に留
めることができたのである。

　東レ技術の粋を結集して開発した炭素繊維プ
リプレグを適用した787のメリットは、軽量化-
燃費向上、耐久性-メンテナンスコスト低減、
高強度-窓の大型化、耐腐食性-機内湿度アップ、
高強度/耐疲労特性-機内気圧向上（富士山3合
目までの気圧にすることが可能となった）等が
あり787のセールスポイントとなっている。
　787のサプライチェーンも世界一流の素材、

加工技術をもとめて世界中に広がっていること
も本事例の特徴でもある。東レはそれら全ての
パートナーに材料を供給し、また、安定的な供
給力確保という観点からも世界の最適地に複数
の生産拠点を整備した。

　より効率的で低コストの製造技術開発も東レ
では取り組んでいる、具体的には、A-VaRTM 
（Advanced-Vacuum assisted Resin Transfer 
Molding）成型技術開発がそれである。従来、
成形硬化に6気圧の大きなオートクレーブ釜が
必要だったが、マトリックス樹脂と炭素繊維織
物基材に工夫をこらし、真空圧（1気圧）での

図13．一次構造部材への採用

図16．787のセールスポイント・CFRP適用効果

図17．787のサプライチェーン
図14．航空機一次構造部材用層間強化プリプレグ

図15．787構造材の使用比率
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オーブン中での成型を可能にした。

5．炭素繊維複合材料の事例、その他
　本素材は、もちろんエアバス他の航空機へも
展開予定であるが、その他の応用例として鉄道
車輌や自動車への活用も始まっている。また
LCA（Life Cycle Assessment）で評価した場
合、CFRPの軽量化は自動車や航空機の運用時
にその大半を発生するCO2の削減にも大きく寄
与することも明らかにした。
　その他エネルギー関連分野への活用や水素等
の圧力容器、電線ケーブルコア、船舶、土木・

建築、医療機器等への活用も積極的に行われて
いる。東レ複合材料の将来展望のまとめの図を
最後に示す。

6．結びに代えて
　前段までに述べてきたように、炭素繊維複合
材料の活用は、将来に向けて一層大きな期待が
寄せられている。最後に筆者から若い学生の皆
さんに伝えたいことを結びに代えて以下にまと
めたい。まず、これからサイエンスや化学を寄
って立つところとする皆さんが、新しい価値を
生み出してそれを世の中に送り出すいわゆる
「事業化するということ」のポイントを示して
おきたい。基礎研究は、化学の力でブレークス
ルーを起こし、0から1を生み出すことができ
る。一方、生産技術、プロセス開発は、1を100
にする役割を担う。両方とも重要であることは
論を待たない。さらに事業として成立させるた
めには、約束した品質を約束した数量、約束し
た納期で供給することが重要である。これには
製造部署の技術者はもとより、企業の各部門の
総力が必要である。日本の製造業の強さはこれ

図19．A-VaRTM（材料）

図20．A-VaRTM基本プロセス

図22．東レ複合材料の将来展望

図21．自動車・航空機LCAまとめ図18．A-VaRTM成形技術
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ら全てをバランス良く運営してきたことにある。
　さらに個人の資質として大切なことをまとめ
ておきたい。まず誰にも負けない高い山を目指
して欲しい。高い山には必ず広い裾野が要る。
それには現在大学で勉強している基礎知識をし
っかり蓄積することである。その上に物事をや
り遂げる強い精神力が必要となる。しかしそれ
だけでは足りない。さらにその上に「脳みそ
力」が大切である。これは、現場で現物を直視
すること、問題の本質を見抜くこと、徹底的に
考え抜くこと、安易な答えを出さないこと、本
当か常に疑うこと、粘りあきらめないこと、等
である。世の中には「頭の良い人」は多いが、
「頭の強い人」は数少ない。若い学生諸君には、
是非頭を鍛え強くして、社会で事を成すことの
できる人になっていただきたい。

付記）会報は白黒印刷の為に図表は判別しづら
い箇所もあると思います。詳細をご覧になりた
い方は、LinkedIn（SNS）、第20回　交流会講
演会の講演スライド資料にアクセス下さい。
http://www.box.com/s/d1d32be909ef6847add1

質疑応答
質疑応答：講演終了後時間の制約があったた
め、公式には3つの質疑応答しかできなかっ
たが懇親会、2次会と延々と質疑応答が続い
た。
Q1；航空機への採用はハードルが高くそれを
成し遂げられたと思うが、それを目標とした
のは何時の時点か、一般に良いものだけでは
成功には至らないと思うが押す人、引っ張る
人を如何に見つけたのか、LCAに関して金
属と比較してどうか、リサイクルできる金属
と比べて不利はないか。
A1；経営陣は70年代から航空機への適用を強
く信じていた。自分も入社直後の80年前半で
同僚と議論し2000年に航空機に65%活用とい
う夢をレポートにまとめた。本事例では我々
素材メーカーが押し、ボーイング社が引っ張
ってくれた。さらにはLaunch customerとし
てANAが2003年に50機発注したのも市場か
らの大きな引く力となった。LCAに関して
は、炭素繊維リサイクル時のCFRPの燃焼に
よるCO2発生も織り込んで数値は計算してい
る。
Q2；航空機のジェットエンジン部分は1400℃
にも達するがCFRPの耐熱温度を教えてほし
い。
A2；炭素繊維自体では製造時に2000℃近くま
での熱に耐えているが、マトリックス樹脂の
エポキシ樹脂はガラス転位温度（Tg）が
200℃程度である。しかも水を吸収するとTg
が下がり耐熱温度はさらに低下する。今回適
用された部材の要求特性は十分に水を吸収さ
せた条件下82℃で所定の強度を保つこととな
っている。
Q3；炭素繊維の表面処理に関して、PAN系炭
素繊維のメリット、コストダウンの可能性に
ついて教えてほしい。
A3；表面処理は必須である、それぞれの用途
で最適化している。電解処理で官能基やその
密度をコントロールしている。PAN系は初
期のものに比べ、生産規模が大きくなったこ
とでコストダウンが進んだ。CFRPのコスト

図23．事業化するということ

図24．化学によって立つということ
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ダウンに関しては、成型コストを下げるため
の自動化や製造サイクルの時間短縮がトータ
ルコストの低減に寄与すると考える。

【講師略歴】
1981年　早稲田大学大学院応用化学専攻
　　　　修士課程修了
1981年　東レ株式会社入社　開発研究所
1998年　複合材料研究所　複合材加工研究室長
2000年　 Toray Composites, America（シアトル）
　　　　取締役･技術部長、テクニカルセンター所長
2010年　ＡＣＭ技術部長
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1．チョコレートとは
　4000年前から人々に愛されている歴史のある
食物であり、現在そのフレーバーはアイスクリ
ームやケーキにも多く使われている。本稿で
は、チョコレートの原料であり科学的なアプロ
ーチがなかなか難しいカカオの不思議について
実際の写真や生産現地の具体的な様子とともに
紹介したい。
　配合量の多い順にチョコレートの原材料名の
一例を挙げると、砂糖、カカオマス、全粉乳、
ココアバター（カカオマスの油脂）、レシチン
（大豆由来）、香料となっている。カカオ分（カ
カオマス、ココアバター）は味のポイントであ
りもっとも重要な成分である。それらは、結晶
化し固化した油脂（ココアバター）を連続相と
して、カカオマス粒子、砂糖粒子、粉乳粒子が
20μm程度以下の大きさで分散した状態となっ

ている。舌触りに関係する分散状態や口どけに
関連する油脂の融点等がチョコレートの物性を
大きく支配している。これらがチョコレートの
品質のポイントとなっている。

2．チョコレートの製造方法
　原産地である熱帯雨林地方でカカオの栽培、
カカオ豆の発酵、乾燥が行われ、日本に輸入さ
れる。クリーニング、ロースト、皮と胚乳部の
分離の後、粉砕されカカオマスとなる。ココア
パウダー生成過程で副生するココアバター（カ
カオマスをプレスし出来る油脂分）をカカオマ
スに加えるとともに砂糖、ミルク等他の成分を
加えてチョコレートとして市場に出される。

　ここでチョコレートの歴史についてまとめて
おく。カカオの木は中南米を起源としている。
中南米では4000年前からカカオは飲まれてい
た。コロンブスの「新大陸発見」、スペインの

トピックス　第21回交流会・講演会
『カカオとチョコレートのサイエンス・ロマン』
　　　　－神の食べ物の不思議－

古谷野哲夫（1982年早稲田大学理工学部応用化学科修士課程修了、新30回生、宇佐美研）
（株式会社明治　菓子開発研究所　所長、農学博士）

（講演会概要）2012年7月7日、チョコレート研究開発の第一線でご活躍されている(株)明治菓子開
発研究所長古谷野哲夫氏を迎え首題で講演会を開催した。今回は、交流会講演会では初めてとなる
食品業界から講師をお迎えし、チョコレートやカカオの詳細に関して講演頂いた。専門外の我々に
も分かり易く、かつ、発酵食品であるカカオからチョコレート製造のご苦労に関しても詳細に伺う
ことができた。当日は、著者らが開発されたチョコレートやその原料であるローストしたカカオ豆
を味わいながら身近な食物であるチョコレートを少し異なる観点から考える端緒となる講演会であ
った。

図1．チョコレートとは

図2．チョコレート・ココアの製造方法
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侵攻によりヨーロッパにカカオが紹介されるこ
ととなり、1830年英国人によって初めて「食べ
るチョコレート」が発明された。飲むチョコレ
ートは4000年の歴史があるが「食べるチョコレ
ート」は180年の歴史しかないと言ってもよい。

　チョコレートの品質に及ぼす因子としては、
油脂、ミルク等チョコレート構成成分のそれぞ
れの組成や調製方法も含め配合比率、チョコレ
ートの製造方法もあるが、カカオマスや原材料
のカカオ豆の影響が大きいと考えられる。カカ
オ豆の品質、産地、発酵、乾燥それぞれがチョ
コレートの品質に直結していると言える。

3．カカオ品種とカカオの生産
　カカオの推定起源地はアマゾン密林の奥と考
えられている。また栽培起源地域は中米とされ
ている。
　カカオはあおぎり科テオブロマ属に属し、品
種としては、ナシォナル、フォラステロ、トリ
ニタリオ、クリオロ等が知られている。クリオ
ロは病害虫に弱く、収量が少ないがおいしい品
種で、フォラステロは、病害に強く収量が多い
が雑味も多い品種と一般的に言えるが、カカオ

は雑多なハイブリッドが広範に作られ続けてお
り分類がきわめて困難である。

　しかし遺伝学的手法も発展してきているので
遺伝子で分類して、良い品種を探す努力を行っ
ているところである。現在カカオ品種研究とし
て、高品質カカオ豆の遺伝子レベルでの選択、
提携農園での植栽候補株の選定、病害耐性品種
の選定等を実施している。
　南米を起源とするカカオ豆は、現在赤道を中
心に南北緯度20度の範囲で生産されている。ア
フリカではコートジボアール、ガーナ、ナイジ
ェリア、カメルーン等、アジアでは、インドネ
シア等、南アメリカではブラジル等が主な生産

図3．チョコレートの歴史

図4．チョコレートの品質に影響を及ぼす因子

図5．カカオの起源

図6．カカオ品種

図7．品種によるPod形状の違い
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地である。日本では年間米を約800万トン程度
生産しているが、カカオ豆は世界中で年間350
万トン程度しか生産していない。

4．現地での研究、農家への指導
　産地国におけるカカオ豆の生産は、栽培（施
肥、病害虫コントロール）、収穫、豆・パルプ
取り出し、発酵、乾燥、袋詰め、薫蒸、選別、
輸出と、農家における作業の多い労働集約型の
農業であるといえる。産業基盤として脆弱であ

ることや、産地によっては児童労働問題なども
生じている。
　以下に、カカオの発芽の様子、カカオの花、
受粉のメカニズム、ポッドの収穫の様子、発酵
の様子やその工夫、カカオ豆の乾燥の様子等を
著者らが実際に撮影した写真を中心に紹介す
る。

　カカオの受粉は、花から香気成分1-ペンタデ
センが出て、それにヌカカ、タマバエ等の送粉
者が集まり行われると言われている。

図8．カカオ豆生産地域

図10．産地国におけるカカオ豆の生産

図11．カカオの発芽（種まき）

図12．カカオの発芽（芽）

図9．世界のカカオ豆生産量

図13．カカオプランテーション
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　カカオ豆発酵のメカニズムに関する報告もあ
る。関与する微生物は、酵母菌、乳酸菌、酢酸
菌、糸状菌類が知られており、アルコール発
酵、乳酸発酵、酢酸発酵等が起こっている。こ
の過程を現地で精査に観察、研究することは大
変困難であるが、この菌叢変化を時間軸で観察
すると、一般論としては発酵初期過程では酵母
菌が、次いで乳酸菌や酢酸菌が、そして芽胞菌
が主体となっていると考えられている。発酵の

図14．カカオの花

図16．カカオポッドの収穫

図17．カカオ豆発酵の様子（ヒーブ法）

図15．カカオの受粉

図18．カカオ豆発酵の様子（連続法）

図19．カカオ豆発酵のメカニズム

図20．カカオ豆発酵の関与する微生物
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過程で熱が発生し、植物としての種子が死に細
胞内成分が変化する。これら発酵過程では菌の
植え付け等の人工的なコントロールを全くして
いない。

　カカオ産地における最適発酵条件の設定はチ
ョコレート品質向上の大きな要因であり、最適
な発酵時間にコントロールする為に、現地にも
分かり易い漫画入りのカレンダー等を提供し、
産地農家への働きかけに著者らは不断の努力を
継続している。

5．アグロフォレストリー
　アマゾンのジャングル、自然に学んだ試みで
ある、持続的農業、植物多様性を志向するアグ
ロフォレストリーを最後に紹介したい。これは
森林農法とも訳される作物栽培方法である。森
の仕組みにならい、高木、低木、果樹、樹木を
複数種類組み合わせて植樹する農法（混植、多
品種栽培）であり、「森をつくる農業」と評さ

れている。単一栽培では不可能な持続的な生
産、病害蔓延の防止、伐採、開拓の跡地を利用
することで森林再生が可能といわれている。そ
してアグロフォレストリーに利用される植物に
は、胡椒、カカオ、アサイー、ゴム、ブラジル
ナッツ、マンゴー、クプアス、パッションフル
ーツ、アセロラ、マホガニーなどがある。これ
らの試みに企業としても協力するとともにチョ
コレートの主原料であるカカオも一役買って、
経済的メリットのみならずアマゾンの回復にも
つながることを期待している。

質疑応答
質疑応答：講演終了後時間の制約があったが、
4人に対して質疑応答がなされた。
Q1；私自身お菓子作りが趣味であり、バレン
タインデーにはチョコレートを500個、1000
個以上作っているが、材料のチョコレートを
選択する時、カカオ何％と表示されているの
を参考にするがそれは何を指しているか教え
て欲しい。
A1；カカオマスとココアバターを合わせた量
をカカオ分として表示している。
Q2；チョコレートの色が白くなったりするこ
とを経験するが実際にはどのようなことがチ
ョコレートで起こっているのか。
A2；28℃以上で白くなるブルームという現象
がある。常温ではチョコレートの脂質（ココ
アバター）は結晶化しているが、温度等が変
化すると結晶型とそのサイズが変化する。コ
コアバターの結晶は多形であり、I型からVI

図21．カカオ豆発酵における微生物の消長

図22．カカオ産地における最適発酵条件の設定

図23．アグロフォレストリーの様子
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型までの6種類が知られている、V型が最も
美味しいとされ市販されているチョコレート
もこの結晶型にしているが、長時間経過する
と最も安定なⅥ型に変化する。温度があがり
Ⅴ型からⅥ型に変化するとき、結晶サイズも
大きくなりミクロにみるとザラザラとなり白
く見えるようになる。これがブルームという
現象である。
Q3；同じようなものにバニラビーンズがあり
その発酵過程の研究をしたことがあるが、カ
カオ豆の発酵過程は明らかになってきている
のか。生産地域により差はあるのか。菌叢の
変化などは詳細に理解されているのか。発酵
の過程で生産される物質も変わってきている
と考えられるが、チョコレートの旨味の本質
は何か、それらを踏まえたうえでより完成度
の高いチョコレートを目指しているのか。ま
たフレーバー等の研究はどうか。
A3；発酵の条件は地域によって全部違う。カ
カオの発酵は固体発酵であり、カカオ発酵が
工業化されていない理由は現地でしか出来な
いことによると考えられる。サイレージ発酵
に近い。本質はよくわからないというのが現
実である。人為的にプロテアーゼ等を使用し
ても理論的には可能かもしれないがポッドを
割った時点で発酵が始まり、発酵のコントロ
ールは大変難しいと考えられる。チョコレー
ト香気成分は1500種類ぐらい同定されている
が、人工的に合成したものを混合してチョコ
レートのアロマをつくることには成功してい
ない。
Q4；日本でチョコレートと言っていいものと
悪いものがあるか、チョコレートの定義を教
えて欲しい。またガーナやコートジボアール
ではチョコレートを食べたことはあるのか。
本日の講演では古谷野さんは正直にわからな
いことが多いことを話されたが、理想のチョ
コレートはあると考えられるか。
A4；日本とヨーロッパでは異なるが、日本で
は公正取引規約で、カカオ成分等を一定割合
以上有するものをチョコレートと呼んで良い
と決まっている。また生産地域でも保冷バッ
グ等で持っていき食べて貰っている。扱って

いるものが食べ物であることを理解して貰
い、丁寧に扱って貰えることとなる。また美
味しいチョコレートを食べてもらうことで、
彼らのモチベーションも上がると考えてい
る。理想のチョコレートとは、というテーマ
は本日講演のベースに流れていた私の思いで
もある。理想の品種でカカオの良いものをつ
くり、発酵過程をコントロールすれば理想的
チョコが出来るはずである、しかし、いろい
ろなものが混ざり渾然一体となっている神秘
的なものがチョコレートであるとの感覚もチ
ョコレートを長く扱ってきた私の実感として
あることも事実である。

付記）会報は白黒印刷の為に図表は判別しづら
い箇所もあると思います。詳細をご覧になりた
い方は、LinkedIn（SNS）、第21回　交流会講
演会の講演スライド資料にアクセス下さい。
資料1
https://www.box.com/s/43ccbc1af221640e2a56
資料2
https://www.box.com/s/59a190b2c87f81588355

【講師略歴】
1982年　 早稲田大学大学院応用化学専攻
　　　　修士課程修了
1982年　明治製菓株式会社入社
2006年　食料総合研究所、基礎研究部長
　　　　カカオ豆プロジェクトを立ち上げる
2010年　菓子開発研究所　所長
2011年　事業再編で社名「株式会社　明治」へ
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■会社概要
事業内容： 歯磨き、歯ブラシ、洗剤、ヘアケ

ア・スキンケア製品、OTC薬品、
殺虫剤、化学品等の製造販売、海外
現地会社への輸出

創　　業：1891年（明治24年）10月
資 本 金：344億3,372万円（2011年12月末）
従業員数： 連結：5,973名　単独：2,439名

（2011年12月末）
売　　上： 連結：3,275億円　単独：2,531億円

（2011年12月期）
■ライオン 120年の歩み
1891年に初代小林富次郎は東京神田柳原河岸
の地に「小林富次郎商店」を開設。石鹸の製造
と歯磨の製造を手掛けて、メーカーの道を歩み
始めました。その後、ライオン油脂㈱とライオ
ン歯磨㈱に自主独立して事業を拡大。そして時
が移り、1980年に合併し、現在のライオン㈱が
誕生しました。創業以来、「挑戦と創造」の心
を大切にして人々の健康で幸せな生活を実現す
るために活動してきた歴史といえます。
■くらしとこころの価値創造企業を目指す
当社は2011年に創業120周年を迎えることが

できました。この大きな節目を機に、さらなる
飛躍のため、2020年に向けての新経営ビジョン
「Vision2020」を策定しました。この中で、「く
らしとこころの価値創造企業を目指す」「環境
対応先進企業を目指す」「挑戦・創造・学習企
業を目指す」という３つのビジョンを掲げ、
2020年の企業像として「めぐり来るすべての一
日の、人の清潔、人の健康、人の快適、そして
人の環境を守り続け、価値ある未来をつくる、
くらしとこころの価値創造企業」を目標に活動
しています。
■技術革新で明日のライオンを創る
研究開発では、「健康」「快適」「環境」をキ

ーワードに、お客様に新しい価値を提案し、顧
客満足を最優先した製品開発を進めており、そ
の対象は、歯磨、衣料用洗剤、台所用洗剤、住
居用洗剤などの家庭用日用品を筆頭に、医薬
品、機能性食品、工業用化学品など多岐にわた
っています。

マイカンパニー
ライオン株式会社　～今日を愛する。LION～

また、技術革新こそが社会にとっての新しい
価値創造につながるとの信念のもと、未来の生
活を提案する創造的な技術開発にも注力してお
り、例えば、健康分野では、あらゆるライフス
テージにおいて健康で快適な生活を送り、その
集大成として健やかな生活を長くもたらす「ビ
ューティフルエイジング」を大きなテーマとし
て掲げています。確かな作用をもつ革新的な製
品・サービスで健康増進とQOL（Quality of 
Life）向上を実現していきます。環境分野で
は、子供たちが安心して暮らせる快適な地球を
実現するため、環境・エネルギー問題、材料・
資源問題に関わる開発に取り組んでいます。
■新たな研究環境・新たな取組み
研究拠点である江戸川区平井に、「開かれた

研究所」をコンセプトとする新研究棟とコミュ
ニケーションセンターを2009年に開設、2013年
には更に新研究棟とオープンイノベーションセ
ンターが竣工する予定です。社外からの研究顧
問の招聘、異業種との戦略的提携、国内・海外
の先進的研究機関との包括的連携や若手研究員
の派遣も積極的に進めており、狭い世界に閉じ
こもらず、時代を、お客様を、そして未来を見
渡して、将来の事業を牽引する技術人材の育成
に力を入れています。

研究開発本部住所：〒132-0035
　　　　　　　　　東京都江戸川区平井7-2-1
URL：http://www.lion.co.jp/index2.htm

平田研出身の濱逸夫が社長に就任したほか、OB・OG計32名が、国
内外の様々な部所で活躍しています。

新研究棟とコミュニケーションセンター
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今ここで頑張っています
生きるために必要な化粧品を求めて

資生堂リサーチセンター　　武岡　永里子（新制40回）

高分子化学研究室（土田研）を修了後、現在
勤務している株式会社資生堂のリサーチセンタ
ーに入社して丁度20年になる。当社では勤続10
年毎にリフレッシュ休暇という制度があり、20
年目にあたる今年は15日間の連続休暇を取得し
た。この休暇のお陰で小学３年生になる息子に
も初めての海外旅行を経験させることができ
た。学童の延長保育がわりに通っているスイミ
ングスクールで水泳に励んでいる息子は、日頃
の成果を活かしたシュノーケルで熱帯魚の観察
などもでき大満足であった。
２年程前より学術室という部署に所属してい
る。ここで恥ずかしながら改めて、化粧品、特
にスキンケア製品が、美しさや若さを保つ機能
だけでなく、「基本は肌を健やかに保つ役割を
もつこと」を再認識させられた。
アレルギーマーチの根源となる乳幼児期のア
トピー性皮膚炎の発症予防や、改善した症状の
維持にも、スキンケアが有用であることが、専
門の皮膚科学会では常識となりつつある。当社
では昨年、アトピー性皮膚炎の乳幼児でも使う
ことができる安全性の高い子ども向けのスキン
ケア製品を発売したが、このプルーフデータと
なる臨床研究や学術広報活動なども行ってい
る。
子どものアトピー性皮膚炎は、悪化するとそ
の後の食物アレルギーや喘息等のアレルギー疾
患を誘引するとも言われており、子育てをする
母親にとって深刻な問題となるケースも多い。
特に乳幼児期の肌は、大人と比べて未熟で乾燥
しやすいため、赤ちゃんの頃からきちんとスキ
ンケアをしてあげて、よい肌のバリア状態を保
ってあげることが大事である。
息子の肌も幼児の一時期に乾燥でひどい状態
となったことがあった。その当時、子供にもス
キンケアが必要であることを認識していなかっ

たためだ。より多くの子育て中の保護者の方
に、「赤ちゃんからのスキンケア」が大切なこ
とを広めていくことで、アレルギー等に悩む保
護者や子供を少しでも減らしていきたい。
入社以来、化粧品開発の根幹を成す薬剤と基

剤開発の双方に従事してきたが、「肌を健やか
に保つものとしての化粧品」の意義を考え続け
なければならない現部署を経験できたことで、
化粧品のあるべき役割を広く俯瞰できるように
なったと思っている。基礎から現場に近いとこ
ろまで、異なる研究・開発段階を経験し、時に
は道半ばで開発を断念せざるを得なかったり、
話題となる商品につなげたりと、様々な体験を
してきたことが、キャリアの幅を広げ人間力を
強くすることにつながっていると思う。
現部署は医療機関と直接係わる部署であり、
昨年の大震災の折には、被災地の病院へスキン
ケア製品を送ってほしいとの依頼をいち早く受
け対応した。その際に病院関係者よりいただい
た「スキンケアは生きるために必要なものであ
ると初めて知った」という言葉は、私の座右の
銘となっている。我々も心して化粧品、スキン
ケア製品の開発を行っていかねばならないこと
を肝に銘じさせられた。
最後に、当社では自然科学分野の研究に従事

する女性研究者を対象とした「資生堂 女性研
究者サイエンスグラント」という研究助成を行
っており、当学術室はその事務局でもある。本
グラントの受賞をきっかけに躍進された研究者
の方も多いときく。本年度の応募期間は11月７
日までであるが、研究分野を切り拓く意欲のあ
る女性研究者の方々には、是非ともご応募いた
だきたいと願っている。
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1．研究内容
メタンを主成分とする天然ガスはクリーンで
価格競争力のある化石資源である。天然ガスは
現在パイプラインや液化技術を介して都市ガス
などの燃料として利用されているが、これらの
技術は中小規模のガス田には適用できない。世
界中に存在する中小規模ガス田から産出する天
然ガスの有効利用を目標とした場合に、天然ガ
スの主成分であるメタンの付加価値を高める化
学的転換プロセスが必要不可欠となる。メタン
の化学的転換プロセスは種々存在するが、本研
究では下式に示すようなメタンの酸化カップリ
ングによるエチレン合成に着目した。
CH4+1/2O2→1/2C2H4+H2O  ΔH0=－141 kJ mol－1
これはメタンと酸素から付加価値の高いエチ
レンを一段で合成できる魅力的な反応である。
筆者らはこの反応の新規触媒開発や特殊反応場
の適用による低温での駆動に取り組んできた。
1-1　新規触媒開発
図(A)に示すように酸化カップリングにおい
ては酸化物触媒表面の酸素種が活性点であり、
その制御が重要である。筆者らは、ペロブスカ
イト型酸化物（ABO3）の元素組成の調整によ
る活性酸素種の制御を試み、その研究過程でペ
ロブスカイト型酸化物の一種LaInO3が酸化カ
ップリングに有効な触媒であることを見出し
た。このLaInO3系酸化物は固体酸化物型燃料
電池の固体電解質材料としての研究例しかな
く、酸化カップリングに限らず触媒として利用
された例は報告されていない。さらにこの
LaInO3のLaのサイトにBaを部分置換(La1－xBaxInO3－δ)
していくと構造が斜方晶から立方晶へ変化しつ
つ、表面酸素種が酸化カップリングにとって有
利なものに変化することも見出した。
1-2　特殊反応場の適用
メタンは正四面体型の対称構造を有し、
CH3-H結合の結合解離エネルギーが大きい
（435 kJ mol－1）。したがってメタンの酸化カッ
プリングの律速段階はメタンの解離となる。こ
のメタン解離の反応速度を向上させるため
700℃以上の高い反応温度が必要となる。この
制約を克服するため、筆者らは図(B)に示すよ
うな特殊な反応器を用いて触媒層への直流印加
により低い外熱温度での酸化カップリングの駆
動を試みた。通常の酸化カップリングで有効な
触媒であるSrをドープしたLa2O3が直流印加に

も適した触媒であり、外熱温度が150℃という
低い温度条件で安定な反応場を構築し十分に高
い活性を示すことを見出した。この系について
は交流インピーダンス法による分析から触媒の
電気伝導率が活性制御の上で重要な因子となる
ことが示唆されている。
2．今後の展開
本研究ではメタンの酸化カップリングに対し
て様々なアプローチを仕掛けてきた。酸化カッ
プリングを工業ベースで成功させるには更なる
収率の向上が求められるため、新しいアイデア
を基に日々多くのトライアルを重ねている。昨
今の化石資源の情勢を鑑みるに、天然ガスは今
後ますます資源として重要になっており、その
化学的転換プロセスも効率向上にともない経済
性が向上していくことが予想される。筆者の研
究成果が将来の天然ガス化学的転換プロセスの
工業化につながることを切に願う次第である。
3．発表論文
1) Oxidative coupling of methane on Fe-doped 
La2O3 catalyst Energy and Fuels, 23 613-616 
(2009) K.Tanaka et al.
2) Oxidative coupling of methane over Ba-
incorporated LaInO3 perovskite catalyst 
Journal of the Japan Petroleum Institute, 55 71-
72 (2012) K.Tanaka et al.
3) Catalytic oxidative coupling of methane 
assisted by electric power over a semi-
conductor catalyst Chemistry Letters, 41 351-
353 (2012) K.Tanaka et al.
4) 特殊反応場としての放電・電場利用による天
然ガスの低温転換 日本エネルギー学会誌2012
年9月号田中啓介ら
5) メタンの酸化カップリングによるエチレンの
合成 月刊ファインケミカル2012年12月号, シ
ーエムシー出版 （印刷中）田中啓介ら

若手の頭脳
メタンの酸化カップリングによるエチレン合成～新規触媒開発と特殊反応場の適用～
 早稲田大学　先進理工学部　応用化学科　助手　田中　啓介（新制57回）

※２０１２年９月１日より住友化学
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１．研究内容
筆者は、研究室配属当初（学部４年生）から
博士課程、そして現在に至るまで一貫して、“無
電解めっきプロセス” における固液界面反応機
構を理論的に解析する研究に従事してきました。
基板表面における還元剤の酸化反応がもたら

す電子供給によって金属イオンを還元し、基板
上に金属を析出させる電気化学プロセス̶無電
解めっきプロセスは、金属薄膜形成の主要な方
法として広く利用されていますが、構成要素が
複雑に関係し合いその機構に不明瞭な点が多く
なるため、精密制御には困難が多く伴います。
この困難を克服するためには、プロセスを様々
な角度から理解してその知識を集積し新たなプ
ロセス設計指針へと昇華させるという試みが不
可欠です。筆者はその一端を担うべく、本プロ
セスにおける化学反応機構を分子レベルで解明
するための解析を、量子化学計算をはじめとす
る理論的手法を用いて進めています。また無電
解めっきは還元剤の酸化反応と金属イオンの還
元反応から成りますが、とくにプロセス全体の
駆動力となる還元剤の酸化反応の理解が精密制
御に際して最重要であることから、その反応機
構を詳細に解析してきました。以下に、主要な
還元剤として広く利用されているホスフィン酸
イオン（化学式：H2PO2－）の反応機構を解析し
た研究成果を簡単に述べます。
まず、金属表面上におけるホスフィン酸イオ
ンの存在様式に関して解析しました。ホスフィ
ン酸イオンは、その酸素原子が周囲の溶媒分子
に強く引き付けられるため、酸素原子を表面に
向ける配向では吸着できず、図１に示すように、
その水素原子を金属表面に向ける配向で吸着す
ることが示されました。固液界面における溶媒
分子のこうした影響を分子レベルで解析した結
果はこれまでになく、現象に新しい理解を与え
るものとなりました。この結果を踏まえ、ホスフ

ィン酸イオンの反応解析をさらに進めました。
還元剤の酸化反応は、(i)吸着過程、(ii)水素脱離
過程、(iii)電子放出過程の主に３つの素過程から
成りますが、解析によって、この中でも２番目の
水素脱離過程（図２）が反応全体の律速過程で
あることが示されました。さらにホスフィン酸イ
オンの酸化反応を安定に進行させるPdのような
金属の表面では、金属表面がホスフィン酸イオ
ンに電子を供与することで前述の律速過程を活
性化するという機構が働くことが示されました。
このように、これまでの実験手法のみでは解析
が困難な場合の多かった表面反応の機構を、理
論解析手法を利用することによって分子レベル
で示すことに成功しています。

２．今後の展開
今後は金属イオンの還元反応も解析対象とし、

無電解めっきの全体像に迫ることを目的とした
研究も進めます。さらに、物質移動過程を包含
した解析に取り組み、無電解めっきのみならず、
他の電気化学プロセスの機構も対象として解析
する新しい研究にも挑戦します。こうした研究
を通して、電気化学のプロセス開発に役立つ幅
広い知見を提案することが目標です。

３．発表論文
M. Kunimoto et al., J. Electrochem. Soc., 158, 
D 6 2 6（ 2 0 1 1），M .  K u n i m o t o  e t  a l . , 
Electrochemistry, 80, 126（2012）など．

若手の頭脳
無電解めっきプロセスにおける固液界面反応機構の理論的解析
早稲田大学 先進理工学部 応用化学科 本間研究室 助手　國本雅宏 (新制57回)

図１　 ホスフィン酸
の吸着構造

図２　 ホスフィン酸の
水素脱離過程
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応化教室近況

■教授昇任

早稲田大学先進理工学部　応用化学科
教授　小柳津研一

本年4月付で応化の
教授に昇任いたしま
した。教室の先生方、
応化会会員の皆様方
に支えられて現職と
なりましたことを、
心より感謝し厚く御
礼申し上げます。
私は、2007年 に准

教授として本学科に戻ってきて以来、西出教授
と共に高分子化学部門の研究と教育に携わって
います。新しい機能性高分子を合成し、電気・
光物性を開拓すること、特に、エネルギー変換
に関わる反応や材料を高分子化学の立場で追求
し、次世代の蓄発電技術に資する有機・高分子
材料を創出することを目指しています。これま
で、整流効果や光電変換特性などを示す新しい
高分子の合成と、レドックス駆動による電荷輸
送に関する研究に取り組んできました。今後は
多核錯体などにみられる協奏的多電子移動反応
を組込むことによって、高分子の協同現象とし
ての可能性を検討したいと考えています。例え
ば、酸素の多電子還元を水の光酸化と組み合せ
た人工光合成モデルを、光蓄電デバイスなどに
結び付けると共に、π共役系固体や液晶などへ
の拡張を検討します。将来的には、電気、磁
気、光、力学特性を複合制御することによっ
て、機能性高分子の新しい物性開拓に取り組ん
でいきたいと考えております。また、研究活動
を通じた人材育成に尽力いたします。
この私が早大応化の発展のために少しでもお
役に立つことを願っておりますが、浅学の身で

あり何れの目標につきましても皆様のお力添え
なくしては達成できません。応化会の皆様方に
おかれましては、今後ともご指導ご鞭撻の程、
何卒宜しくお願い申し上げます。

■教授昇任
早稲田大学先進理工学部　応用化学科

教授　関根　泰

このたび、皆様のお
力添えにより2012年４
月より教授へ昇任させ
ていただきました。
小職研究室では、非
在来型触媒反応をキー
ワードとして、触媒性
能向上を狙った酸化還
元型酸化物担体の構造

制御や、放電や電場を生かした低温化を手がけ
てまいりました。限りある化石資源の有効利用
ならびに再生可能エネルギーの利活用に資する
技術を創出すべく、31名の学生さんとともに
日々努力を重ねております。
併せて、昨年から週二日、文部科学省系独立
行政法人であるJST（科学技術振興機構）の
CRDSというシンクタンクに大学から出向勤務
し、国の環境・エネルギー戦略づくりのお手伝
いもしております。
資源のない我が国としては、独創的な技術を

創り展開していくことが重要です。大学での教
育、研究、ならびにJST-CRDSでのエビデンス
ベースによるぶれない国家戦略づくりに、微力
ながら尽力してまいります。今後とも皆様のお
力添えのほど、何卒宜しくお願い申し上げま
す。
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■ 竜田邦明栄誉フェローが2013年アメリカ 
化学会賞を受賞することになりました。

受賞： Ernes t  Guen ther  Award  i n  the 
Chemis t ry  o f  Na tura l  Produc t s 
Sponsored by Givauden

竜田邦明栄誉フェローから事務局を通してア
メリカ化学会賞を受賞することになった旨の連
絡があり、８月21日に先生の部屋で受賞の喜び
とその内容について伺ったので以下に報告す
る。
今回の受賞は、2012年８月20日に公開された
CHEMICAL & ENGINEERING NEWSに掲載
されました。
（詳しくはhttp://cen.acs.org/articles/90/i34/ACS-
2013-National-Award-Winners.html）
アメリカ化学会（American Chemical Society 
略称ACS）は、米国に基盤をおく化学分野の
研究を支援する学術専門団体で1876年に設立さ
れ、現在の会員数は165,000人と科学系学術団
体としては世界最大規模である。
先生から伺った今回の受賞までの経緯は、竜
田邦明栄誉フェローが以前に籍を置いたハーバ
ード大学のWoodward教授のもとで勉学に勤し
んだ同僚３名が一昨年ACSに申請し、１年半
の期間をかけて慎重に審査された結果、天然物
化学の研究分野における世界的に卓越した研究
業績が評価されて「Ernest Guenther Award in 
the Chemistry of Natural Products Sponsored 
by Givauden」の受賞となりました。

竜田邦明栄誉フェローは、「今まで発表した
102種の天然生理活性物質の全合成に関する学
術論文はACSの学会誌にはほとんど投稿した
ことはなく、ACSが広範囲の学術論文をくま
なく調査して実績評価していることが判明し
た。」と述べています。
また、今回の受賞により、2013年４月に米国
ニューオリンズで開催されるACS総会で授賞
式が行われ、賞状、賞牌および賞金が授与され
るとともに４時間の特別講演のセッションが設
けられるのでその準備に超多忙とのことでした。
来年４月の新しいNEWSが待ち遠しいです。
注）スポンサーのGivauden（ジボダン）社は、
スイス・ヴェルニエに本社を置く世界最大の香
料メーカー。2007年の売上高は41億3200万
CHF、USドル換算で36億4700万ドルになり、
そのあとにフィルメニッ
ヒ、IFF、シムライズ、高
砂香料工業が続いている。
本社はヴェルニエにある
が、フレーバー部門はオハ
イオ州シンシナティに、フ
レグランス部門はパリに本
部を構えている。
 （文責：広報委員会相馬威宣）

受賞　（2012年3月〜2012年8月）
応化会ホームページおよび

「学会等における受賞の届」より抜粋

受賞名 受賞者
ACTS 2012 Best Poster賞 張　亮（平沢研　Ｄ２）
日本膜学会　第34年会　学生賞 酒井　求（松方研　Ｍ２）
石油学会　JSポスターセッション　最優秀賞 矢部　智宏（関根研　Ｍ１）
石油学会　JSポスターセッション　優秀賞 木村　文哉（関根研　Ｍ１）
PC2012（The International Symposium on 
Polymer Chemistry)
最優秀ポスター賞

小俣　元（西出・小柳津研　Ｍ２）

天野エンザイム株式会社
「第13回酵素応用シンポジウム研究奨励賞」 古屋　俊樹（木野研　助教）
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■ 第８回（2012年度）応用化学会給付奨学生

平成22年度（第８回）応用化学会給付奨学生
候補の審査が河村会長、菅原主任教授、平沢泉
庶務理事（教授）および審査委員６名出席のも
と５月12日におこなわれ以下の４名を教室会議
に推薦しました。
その結果５月24日の教室会議において承認さ
れ奨学金支給が決定しました。

■平成24年度(2012年度）応化会奨学生

下記下井副会長（委員）の審査経過報告をご
参照ください。

第８回（2012年度）応用化学会給付奨学金
支給対象候補者の審査結果報告

早稲田応用化学会副会長（奨学生推薦委員）
 下井　將惟
今回で８回目となる応用化学会給付奨学金支
給対象者を選考するべく、５月12日奨学生推薦
委員会を開催しました。審査は河村宏会長他、

教室から菅原義之副会長（主任教授）、平沢泉
庶務理事（教授）、OBは速水清之進、細田拓、
大矢毅一郎、河野善行各委員に加え、総会後に
着任する三浦千太郎、下井將惟がオブザーバー
参加して、行われました。
応募者６名の中から、慎重に審査した結果、
今年度の支給対象者として、品川竜也君（修士
２年、関根研究室）、矢部智宏君（修士１年、
関根研究室）、佐々田哲人君（修士１年、西出
研究室）、加藤遼君（修士１年、西出研究室）
を選出し、教室に推薦しました。５月24日の教
室会議において承認され、奨学金支給が決定し
ました。

今年度の応募者６名は指導教員の推薦を受
け、人格・学業及び研究意欲ともに非常に優秀
であり、甲乙付け難く、審査は容易ではありま
せんでしたが、経済状況を勘案して、厳重に審
査し、上記の４名を推薦することといたしまし
た。前年度まで延べ21名の受給者がいますので、
今年度を含めて延べ受給者は25名となります。
2007年度（平成19年度）から続いた「グロー
バルCOEプログラム」が2011年度（平成23年
度）に終了し、博士後期課程への進学者が減少
することを危惧する状況下、博士号取得を目指
す修士学生を対象とする本給付奨学金制度への
応募学生が増えましたことは、本科が世界トッ
プレベルの教育研究拠点を構築していく観点か
らも、大変心強く頼もしいことであると受け止
めています。なお、本奨学金は他の奨学金との
重複受給及び２年継続支給を可能としておりま
すが、今回それらの対象学生はおられませんで
した。
本給付奨学金受給学生諸君の今後のご研鑽と
ご活躍を大いに祈念してやみません。

下井副会長と支給決定者

佐々田　哲人　君
（西出研　M1）

加藤　遼　君
（西出研　M1）

矢部　智宏　君
（関根研　M1）

品川　竜也　君
（関根研　M2）
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ーカーとしての歩みを語っていただきました。
地道に誠心誠意をこめて会社を運営してこられ
たお話は、年代を超えて多くの方に感銘を与え
るものでした。特に、富山から中国、そしてベ
トナムへと工場を展開されたその道筋は示唆に
富む内容でした。その後に多田先生の音頭によ
る乾杯で懇親に移りました。参加者は年齢幅で
約30年のメンバーが一堂に会しました。

今回は夫々のメンバーが趣味の話を披露しあ
うなど相互刺激にも一役買った時間となりまし
た。一通りの懇談を終えた後に、初参加や久し
ぶり参加の方々の挨拶の時間を設け、和気藹々
の懇親・懇談で、あっという間に時間が過ぎ、
名残惜しげに散会となりました。

今後も毎年３月の第１土曜日を候補として、
早稲田ゆかりの地で開催しようという方向性で
合意していますので、是非、会員の皆様におか
れましてはスケジュール調整にお含みください。
末尾になりますが、今回のこの同門会便りで
開催を知った方も居られると思いますが、メー
ルアドレスの判明している方々への呼びかけで
開催に漕ぎ着けていますので、ご理解を頂きた
いと同時に、不備のあったことはお詫びしたい
と思います。次回以降に向けてメール連絡網を
整備するためにも、是非、会員の方々のアドレ
ス登録を幹事役の井上まで（下記アドレス）お
願いいたします。
（文責：幹事役、新制19回
 井上健：takeshi.inoue@akane.waseda.jp）

■第５回「στの会」開催報告

第５回目の「στの会」を３月３日（土）に
高田牧舎で開催しました。早稲田ゆかりの地で
気軽に参加できるようにと、立食パーティ形式
をとっていますが、今回も参加者は約30名とな
りました。
多田先生はもちろん、佐藤先生のご家族にも
ご足労を願い、懇親をしました。佐藤研と多田
研は、発足がほぼ同時期で純正有機化学をメイ
ンにしていたことから、当初から実験器具や薬
品の相互融通、ゼミや卒業旅行の共同開催な
ど、親密な交流と相互啓発が続いた研究室同士
であり、出席者はその繋がりを再確認しまし
た。また、同じ有機化学分野で、佐藤先生のゼ
ミ学生を引き継いでくださった清水教授にも臨
席いただき、早稲田の現状などのお話も伺い、
交流を深めました。

会は新制19回の卒業生である黒田泰人さん
（黒田化学社長）から話題提供として「中小企
業の海外展開」と題して、プラスチック成型メ

卒業生近況
同門会

笑顔の集合写真

話題提供の黒田泰人さん

 話題に聞きいる参加者 清水先生と多田先生
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■石川研究室同門懇親会2012の開催報告

毎年６月の第２土曜日に恒例となっている石
川研究室同門の懇親会が、本年もここ有楽町ニ
ュートーキョー本店で開催されました。同懇親
会は翻れば平成13年に第１回目を開催して以
来、10年余の長い間毎年開催され、現在に至っ
ております。
そもそも本誌の読者の中で故石川先生をご存
じない方々が大半と推測されますが、昭和48年
にご逝去されるまで、早大の化学工学発展に多
大な貢献をされ、加えて多くの優秀な技術者を
世に送り出してくれた稀有の教授でありまし
た。そのお人柄の良さも相まって、今でも多く
の門下生がここに集まり先生を偲び、懐かしむ
のであります。また、この懇親会を良き学生時
代を振り返る機会として沢山の門下生の賛同を
得ております。
今年も最長齢の田原弘さん（S22年卒、89

歳）を筆頭に39名の方々が集結し、お互いの再
開を祝い、また石川先生の思い出話に花を咲か
せる楽しいひとときを過ごしました。
今回の懇親会の特別ゲストとして、昭和40年

応用化学科ご卒業の酒井清孝先生をお迎えして
講演をしていただきました。先生はご案内の通
り、化学工学並びに生物化学工学特に人口腎
臓、透析工学の権威ですが、本年退官されて名
誉教授に就任されております。内容は貴重な若
き研究生時代の資料をご披露頂きながら、当時
の石川先生の思い出や現在の学生堅気等々を、
優しさとユーモアを織り込みながらの素敵なお
話で、我々聴衆を魅了した事は言うまでもあり

ません。
また恒例であるアトラクションですが、今回
は「華やかに艶やかに」をテーマに、我々にと
ってあまり目にした事のない「ベリーダンス」
のショーを企画致しました。踊り手は銀座にあ
るトルコ料理レストランで定期的に踊っている
ガミーラさんをリーダーとしてモニカさん、ユ
ミコさんの３人に無理をお願いして実現致しま
した。特にガミーラさんはベリーダンス教室や
関連するイベント会社も経営されており、文字
通り日本人ベリーダンサーの第一人者としてフ
ァンが非常に多いと聞いております。さて、20
分程の素晴らしい踊りに魅了された我々は、手
招きに誘導されるようにダンスの輪の中に飛び
込み、しばしオリエンタルな雰囲気に身を置き
且つ、つかの間の若返りを経験したのでありま
した。
様々な講話や企画で大いに盛り上がった今回
の懇親会もあっという間に閉幕の時刻となり、
最後に早稲田大学校歌や「紺碧の空」を声高ら
かに合唱し閉幕となりました。かくして加藤代
表率いる幹事団が一段となって開催した「石川
研究室同門懇親会」は皆様のご協力の元成功裏
に終演となりました。 ２年間代表幹事を務め
られた加藤代表は任期満了を迎えられた為、新
代表幹事にS40年卒業の井上徹裕さんが選出さ
れました。来年も６月の第二土曜日に同じ場所
で開催されますので、石川先生の門下生は元よ
り先生との絆を大切にされている方、是非足を
お運びください。幹事一同心よりお待ちしてお
ります。
 （記：相羽克昭　S45年卒）

加藤代表の開会の辞 酒井名誉教授のお話 井上次期代表の閉会の辞
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■昭和33年卒業新制８回生クラス会

平成24年４月20日。新制８回生のクラス会が
今年も丸の内の東京ファミリークラブにて開催
されました。卒業してから54年が経過し、皆、
喜寿を過ぎましたが、健康な方は勿論、何かし
らの身体の不具合を抱えながらも、この集まり
を楽しみに出席される方もおり、今回も25名の
仲間が集りました。
冒頭に、この１年間に、この会にもよく出席
していただいた相田勝則君および村上明君の２
名の友を失い、皆で心からご冥福を祈りまし
た。また、大矢英男世話人がこの会を代表して
ご両名のご遺族に対し弔慰を述べるとともに、
香典、供花をお贈りした旨の報告がありました。
安倍幹事の乾杯音頭で会は始まりました。飲
むものを飲み、食べるものを食べ、その姿は現
役並みとはいえませんが、まだまだ確りしてお
ります。お互いに和気藹々とおしゃべりをし、
盛り上がった頃、恒例の出席者のスピーチが始
りました。
このスピーチでは、かつて「病気と孫」の話
はやめましょうと申し合わせをした時代もあり
ましたが、今や「病気」の話は避けられませ
ん。前述の通り、出席者の多くは日々、病との
闘いや健康管理のための努力を続けておられ、
その体験を話題にお話してくださいます。それ
が今では聴くものにとっては貴重な情報として
受け入れられるのです。約10名の方のスピーチ

が続き、盛り上がりました。
そして、これからもお互いに健康に留意し、
来年の再会を誓い、お開きとなりました。
今回のクラス会の幹事は尾崎洪弼、安倍建冶
および猪股敬の３君でした。
 （2012年４月22日記）

■昭和32年卒業新制７回クラス会報告

 （平成24年5月18日）

このクラス会は長年、継続して今回で卒業以
来55周年を迎えた。２年前、中川文博君が報告
した通り、会場は齋藤儒範君の紹介で７年前か
ら日比谷公園・松本楼、開催日は毎年５月の第
３金曜日正午開始、幹事は５年前から寺内淑晃
君と伊藤諦が当面、毎回世話役となっている。
この会の参加者は最近、例年27～28人程度で
あったが、今年になって遂に22人に減少した。
最近特に感じたことは、いろいろな身体的故障
に見舞われた方が増えたことである。例えば
◦①腰痛、膝痛、等による外出困難（N君、M君）
•②歩行中転倒等による骨折事故（H君、H′君）
•③脳梗塞発症による外出困難（O君、T君） 
•④病気発症による体調不良（O′君、K君、K′君、S君）
•⑤介護施設に入所して外出困難（O″君、Ｈ′君）
以上の方 の々「再起」を心から念ずる次第である。

ゲストも一緒に集合写真

参加者の集合写真
集合写真

松本楼大銀杏
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幹事の寺内君も昨年の３月中旬、突然脳梗塞
を発症したが幸いリハビリの結果、かなり順調
に回復しつつあり、今回の事前準備を献身的に
実践され、欠席ながらも会の運営に多大の貢献
をしてくれたことを大変感謝している。
宴会は先ず群馬県伊勢崎市の名士板垣君の乾
杯で始まり、会の進行は三宅正志さん（長老な
ので敬称）と中川文博君（元応化会活性化委員
長）の采配に委ねた。欠席者の近況報告のあ
と、恒例の全員のショート・スピーチに入った。
トップバッターは10年前この会の卒後45周年
記念｢想い出のアルバム｣の編集功労者の今泉徹
君の話。全員スピーチのあと、高島良行君のカ
メラで集合写真を撮って、来年（H25/5/17）
も元気で再開しようと声を掛け合い、お開きと
なった。 （文責　伊藤）
 以上

■昭和34年卒業新制９回クラス会報告

昭和34年卒業のクラス会は例年開催していま
す。応化会の方にはこれが始めての報告になり
ます。このクラスには応化会と関係深い方々が
何人か居ります。会長の河村氏、交流委員会を
やっていた田島氏、奨学生推薦委員会の速水、
応化会に多額の寄付をした趙氏、応化教授の父
小柳津氏、又例会に殆ど出席している阿武氏な
どなど。会費の納入率も非常に高いそうです。
わがクラス会は手元の資料見ると卒業時73名で
したが逝去した方々15名、音信不明３名、病気
療養や体調不良６名となっていて残り49名から
出席者が今回は約半数の23名でした。これまで
は30名以上参加していましたが今回は20名台に
減少しました。
文系校舎を横目で見て会場に入りましたが、
キャンパスは一見したところ女子学生の多いこ

ととカラフルな服装が目立ち、もう昔のような
詰襟の学生服、学帽は見当らず本当に様変わり
していました。もっとも集まった我々もスーツ
姿は一人で他は思い思いにジャケットだった
り、カラーシャツだったりで、ここにも時代の
波を感じました。
2012年６月22日早稲田大隈講堂横大隈記念タ
ワー15階「西北の風」に会場を設営し、応化事
務局で借りた校旗を飾り、時刻も未だ明るい４
時から開始しました。毎年１回開くのでそうそ
う懐かしいと云うこともなく「今年も元気でよ
かったな」と心でエールを交換し合って歓談し
ている。一言ずつのスピーチや近況通信を見て
いると、卒業後50有余年も経っている現在没頭
している趣味や仕事はさすがに多種多様で各人
の才能が見事に開花している様に感じられまし
た。変わったものでは和歌の日記、宇宙膨張論
への反論、草炭緑化活動、生物多様性保全、パ
ークゴルフ、障害者支援、３千ｍ山岳登山、震
災堆積泥処理、俳句の講師、古寺巡礼など。又
この裏では多くの人は何らかの病気を抱えてい
て病気の種類やその対処法がさまざま紹介され
ました。
飲食も程ほどに６時半頃にお開きとなりまし
た。最近に２名の死亡者、又体調悪くして欠席
となった方々を思うにつけてどうか来年はこれ
以上の欠席者がでないように祈りつつ帰路に着
きました。 （文責　速水）
 （幹事：中井弘明、速水清之進、吉田政次）

中曽根荘三氏（旧27）の “私の履歴書 ”（(株)
Culture Pub、148頁）が出版されました。“関東大
震災” の生誕年（1923年）を緒とし、古き好き上
州、品川の風景、お人柄と力の出発点となった府立
四中時代、そして高等学院、応用化学での授業・勤
労動員、篠原研究室、文部省特研生と、筆力強く進
みます。千代田化工、日商岩井、海外での展開と続
き、早稲田同窓との係わりとワクワクするエピソー
ドに頷き、“都の西北” 謳いたくなる一書です。
 応用化学科　教授　西出　宏之

（ご寄贈頂きました著書は、本部・理工図書館、
 応化会議室　書庫でご覧頂けます）

集合写真
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■会員短信
会員の皆様から個人情報の確認・総会出席シートの通
信欄に頂きました近況、ご意見等を掲載しました。

旧制･工経・燃料卒業生
●中岡　敏雄（昭和12年卒・旧17回）
私は程なく白寿を迎えるのだが、自分ながら驚いた事
である。頑固者が気儘に生きて来ただけの事かも知れ
ないが。
●板倉　宗男（昭和16年卒･工５回）
95歳を過ぎて歩くのが辛くなってきましたが、なるべ
く多く歩くように心掛けています。
●松山　晴雄（昭和20年卒・旧26回）
会報表紙のスケッチを見て懐かしく思い出しました。
初めての定性分析実習で時間が足りず慌てた事を…
●手嶋　精一（昭和22年卒・燃３回）
燃３期はいよいよメンバーが減少しましたので、今後
どうしようかと相談しています。
●椙田　慈（昭和26年卒・旧32回）
趣味（謡、囲碁、習字、ヨガなど）のおかげで、つき
合いも多く、健康で過ごしております。それでも最近
腰が少し曲がってきているようで、ハイキングはやめ
ています。
●光井　武夫（昭和26年卒・旧32回）
1946年に中村英雄先生の御指導のもとに始まった読書
会に入会してから65年がたちました。今でも年に４回
の読書会と１回の観劇会を行い、年に２回同人誌「ね
んりん」を発行しています。会員は20名余りです。

新制卒業生（１回～10回）
●樋口　欣一郎（昭和26年卒・新１回） 
応用化学先進研究が未来を披く研究の多様性を会報で
知ることが出来、益々のご成功とご発展をご祈念申し
上げます。
●小川　護（昭和27年卒・新２回） 
傘寿を超え２年になります。お蔭様で健康に楽しく過
ごしております。趣味（IT（PC）、囲碁、散策、音
楽、ドラマ鑑賞など）毎日があっという間にすぎま
す。大事にしたいです。
●佐野　和夫（昭和27年卒・新２回）
高齢者住宅でのんびりしたいところですが、雑用で忙しい
毎日です。ゴルフ、合唱、カラオケで頑張っております。
●本田　尚士（昭和27年卒・新２回）
鹿児島で元気に暮らして居ります。昨年末「技術士人
生」を上梓しました。
●吉沢　忠一（昭和28年卒・新３回）
左足骨折、胃の手術と病気が２回続きましたが、目下
回復中です。
●飯盛　寛一（昭和29年卒・新４回）
癌で胃を摘出して、20年が経過し、歳もいつのまにか
八十路にはいりました。まだまだ平均年令で、これか
らが真の余生と感じております。スポーツジムに通い
ながら時々ゴルフのラウンドを楽しんでおります。
●伊藤　諦（昭和32年卒・新７回） 
健康最優先。若い時の心身の鍛錬のおかげで健康に恵

まれているのは有難い。傘寿を目前に控え、「運動と
好きな趣味」を持ち続け乍ら「今日一日を大切に」を
モットーに生き甲斐のある人生を生きながらえてい
る。応化諸氏の益々のご健勝を切に祈ると共に会の発
展をも願う。
●髙柳　晴夫（昭和33年卒・新８回） 
今年は、金婚式、喜寿の年を迎えますが、お蔭様で、
足・腰は弱くなりましたが、元気で過ごしておりま
す。脳の活性化のために中国語を習っておりますが、
発音が難しく苦労しております。中国、台湾に旅行に
行くのを楽しみにしています。
●平子　堅一（昭和33年卒・新８回） 
県・市の交流会に参加し、活動しております。
●阿武　靖彦（昭和34年卒・新９回） 
53年前卒業する頃、食糧不足・物不足の時代だった。
今にして思えばメーカー全盛時代だった。
メーカーに就職してからも増産、増産だった。今は食
糧も物も有り余る。工場は海外移転が続いている。考
え込んでいる。
●小倉　保眞（昭和34年卒・新９回） 
ここしばらく応化会行事と他の行事の日程が重なるこ
とが多く、参加できていません。残念ですが、今回在
英国にて欠席します。盛会を祈ります。
●小林　裕（昭和34年卒・新９回） 
昭和34年４月に岡山へ新入生として赴任して以来53年
目を迎えました。
お蔭様で元気に過ごしています。趣味は観世流謡曲と
菜園作りです。
●速水　清之進（昭和34年卒・新９回） 
No.85会報の「今ここで頑張っています」の興石さん、
村上さんの記事楽しく読ませて貰いました。肩の張る
記事の中でピカリ光っているようでした。会報も50％
はこんな記事を集めてみたら如何。
●植崎　俊樹（昭和35年卒･新10回） 
78歳。頭も白くなり、ものおぼえが悪くなった。でも
毎日プールと碁会所に通っている。
●関野　修弘（昭和35年卒･新10回） 
５月、６月は英国、欧州、台湾等への旅行で日本にい
ません。残念ですが欠席します。応用化学会の益々の
ご発展を！！

新制卒業生（11回～20回）
●岩田　惇（昭和36年卒・新11回）
体力の無さを感じる年になり、30坪の畑仕事は止め、
俳句、陶芸に精を出しております。
●井上　成之（昭和37年卒・新12回）
大勢の若い方々に接し、総会等で皆様から元気を頂く
のが何よりも楽しみです。
●井上　征四郎（昭和37年卒・新12回）
昨年12月、今年３月と入院手術が続き、体力も極端に落
ちてしまいました。現在、ウォーキングで体力向上図っ
ています。５月以降、ゴルフ旅行を再開できそうです。
●菊地　英一（昭和39年卒・新14回） 
本年３月に定年退職しました。総会当日は我家のリフ
ォーム中で、群馬県の山奥に転居中ですので、本年は
欠席致します。盛会を祈ります。
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●杉崎　喬（昭和39年卒・新14回）
樹脂（PP）メーカーの顧問をしています。新しいグ
レードの開発が夢です。まだ、頑張ります。
●服部　英昭（昭和40年卒・新15回）
残念ながら海外旅行中です。盛会をお祈りします。
●木村　武司（昭和41年卒・新16回） 
総会等オフィシャル会合では、技術的な講演もさる事
ながら、OB連にはもっと今日的な話題の文系テーマ
の講演に興味が多いと思う。早稲田大学文系他学部と
交流して、文系（話題の人と）テーマで人選するのも
一つの工夫と思う。
●山形　利彦（昭和41年卒・新16回）
69歳ですが、化学に触れられる職場を楽しんでいます。
●杉本　武彦（昭和43年卒・新18回））
この様な通信は可能な限りメールで済ませたらいかが
でしょうか？（事務処理の省力と節約の為）
●秋山　健（昭和44年卒・新19回）
お蔭様で健康に元気に暮らして居ます。
●後藤　栄三（昭和44年卒・新19回）
昨年完全にリタイアし、晴耕雨読の生活を送っていま
す。本年４月より早応会中部支部長の任を承り、微力な
がらつとめています。今後ともよろしくお願いします。
●廣田　正昭（昭和44年卒・新19回）
昨年12月に事務所を移転しました。
●鈴木　文夫（昭和45年卒・新20回）
2012年９月には静岡県三島の自宅に戻ります。５年の
札幌では新しい世界を経験しました。
●新田　治彦（昭和45年卒・新20回）
「私は、1966年春に早稲田大学応用化学科に入学しま
した。当時、もし早稲田に化学科があったならば、き
っと化学科を受験していたと思います。職業のことを
全くといっていいほど、高校卒業までに考えませんで
した。今の若い方々は就職をかなり意識して受験して
いると思いますし、是非そうするほうが良いと思 い
ます。」これは、城塚名誉教授・追悼文集（2011年刊）
へよせた筆者の追悼文冒頭からの引用です。早稲田応
用化学会報（No.85, April 2012）の巻頭言で、菅原義
之主任教授は、SNSのLinkedInを紹介されていまし
た。長男が最近、このLinkedInが縁で起業しました。
事前の相談も無く独立していった息子を今では応援し
ています。
●樋口　次郎（昭和45年卒・新20回）
2013年６月まで勤めます。週末は近くの森（60ha）
で植物調査のボランティアをして10年が経ちました。
何かの役に立てればと思っています。
●山本　浩一（昭和45年卒・新20回）
日本百名山完登を目指しています。現在64で、今年中
に70を越える予定です。

新制卒業生（21回～30回）
●篠田　純一（昭和46年卒・新21回）
本年４月末日にて第二の職場の工業会を退職しまし
て、５月より年金生活を始めました。
これからはいろいろな趣味を楽しみたいと思っており
ます。
●西　宗一郎（昭和46年卒・新21回）

本年７月一杯で退職予定です。しばらくは充電期間に
しようと思っています。
●横山　明和（昭和46年卒・新21回）
昨年５月末で退職しました。一カ所不具合が発生する
と、次々と連鎖し、目下体調調整中です。
●川口　雄治（昭和47年卒・新22回）
昨年（H23）は仕事でヨルダンへ行く機会が有りました。
数々の遺跡や死海など見どころの多い国でした。かなり
遠いですが、時間とお金の有る方にはおすすめです。
●木元　茂生（昭和47年卒・新22回）
早稲田大学に於いて勉学と教養を身につけ、企業にて
技術とノウハウを身につけ、今、ようやく個人として
少しずつ世の中にお返ししたいと願っております。
●有山　達郎（昭和48年卒・新23回）
勤務先の東北大学は東日本大震災で大きな被害を受け
ましたが、１年経ち、ほぼ通常の環境に戻りました。
●鈴木　正隆（昭和48年卒・新23回）
４月からオープンカレッジに参加しています。
●角　仁（昭和49年卒・新24）
大日本インキ化学工業㈱は2008年㈱DICに社名変更し
ました。小生は2010年10月DICを定年退職し、現在は
関連会社DICデコール㈱に在籍しています。
●伊藤　直之（昭和51年卒・新26回）
本年（2012年）10月に定年をむかえます。同期会しま
せんか？
●平沢　泉（昭和51年卒・新26回）
応化の教員になり、24年が経ちました。応化及び応用
化学会の発展のため精進します。
●若月　保（昭和52年卒・新27回）
定年を前に、技術士になりました。学生時代の夢を再
度追求してみたいと思いつつ。
●小林　安久（昭和53年卒・新28回）
2011年４月よりコンサルティングを開業してのんびり
仕事をしています。
●坂口　博（昭和53年卒・新28回）
７月から都内赤坂で特許事務所を開設致します。
●佐藤　秀行（昭和53年卒・新28回）
東日本大震災と原発事故とで大変な一年でした。
●内田　悟（昭和54年卒・新29回）
シカゴで２年目の駐在生活を送っています。残念ながら
総会の日は日本におりません。盛会をお祈りしています。
●大沼　敏夫（昭和54年卒・新29回）
ビクトレックスジャパンを2012年退社し、現在職探し中
です。フィルムのプロをお探しの会社は、ご連絡下さい。
●木村　賢一（昭和54年卒・新29回）
菊地、酒井両先生が退職と聞き、我が身が老いるのも
宜なるかな。昨年は長期療養により保険のありがたみ
を感じたものでした。これも天の与えた試練と思い、
日々パワー回復に努めています。そんな状態につき欠
席します。盛会を祈念します。
●森本　聡（昭和55年卒・新30回）
３度目の転勤で、東京に単身で生活を始めました。こ
れを機に早稲田へも訪問を考えています。
●山下　明泰（昭和55年卒・新30回）
昔でいえば定年退職となる年齢（55歳）となったが、
その少し前に恩師酒井清孝教授の最終講義があった。
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57号館の大きな階段教室は超満員で座席を見つけ る
のに苦労したが、ユーモアたっぷりの講義は実に素晴
しい内容であった。30余年振りに早稲田で受けた講義
のノートは大学ノート４頁分となった。恩師の 益々
のご健勝を祈念したい。

新制卒業生（31回～40回）
●杉本　整治（昭和56年卒・新31回）
勤務先が５月７日より西新宿に移転いたします。
●相賀　裕嗣（昭和58年卒・新33回）
ＷＨＯ（世界保健機関）の本部（在ジュネーブ）にて
ＨＩＶエイズ対策をやっています。
●藤井　秀幸（昭和59年卒・新34回）
三菱レイヨン㈱豊橋事業所にて樹脂の製造を担当して
おります。
●前田　和哉（昭和59年卒・新34回）
Ｔａ業界は動きが大きいです。本年Ｔａ部門がCabot
社からGlobal advanced metals社に売却されました。
米から豪へ本社が変りました。
●齋藤　広美（昭和60年卒・新35回）
すっかりご無沙汰しております。医者になって６年目
です。地獄の初期研修も共に乗り越えた “医者として
の同期” はまだ29～30才。日々その中にいると、 自分
もその年代のような錯覚のまま過ごしてしまいます
が、“本当の同期” に久しぶりに会うと、逆にそのギ
ャップに驚かされたり…。関西支部の『早桜会』には
可能な限り参加させて頂いております。今後ともよろ
しくお願いします。
●佐久間　雄一郎（昭和60年卒・新35回）
元気に働いています。
●林　達也（昭和60年卒・新35回）
本社が丸の内パレスビルに移転しました。三菱化学、
三菱レイヨンと同居しております。
●相田　冬樹（昭和61年卒・新36回）
いつも会誌を楽しく、なつかしく拝読しています。理
工展は芳香剤が大人気のようでしたが、我が家にも芳
香剤を設置しており、時として心を落ち着かせてくれ
ることもあります。そんなところにも化学を感じてい
ます。
●杉野　幸三（昭和61年卒・新36回）
学習塾に関わり１年半になります。子どもたちに、自
分自身の経験で得たものを伝えていこうと、日々がん
ばっております。
●古川　直樹（昭和61年卒・新36回）
３月に異動になり、再び大阪本社において、生産技術
行政関連の業務を行っております。舵取りの難しい時
代ですが、研究、製造での現場経験を生かし、頑張ろ
うと思っています。
●堀井　正明（昭和61年卒・新36回）
昨年12月、週刊朝日から朝日新聞スポーツ部に異動しま
した。昔からの水泳と新しくゴルフを担当しています。
●松村　好章（昭和61年卒・新36回）
昨年９月よりEPCOS INDIAに出向しております。毎
日が新しい発見の連続ですが、日々、健康に気をつけ
て頑張っていきたいと思っております。
●田坂　東（昭和62年卒・新37回）

田坂環境経営研究所を開業して７年が経ちました。労
働安全衛生、メンタルヘルス　マネジメント、事業継
続計画（ＢＣＰ）等へも事業展開しています。
●中川　知哉（昭和62年卒・新37回）
沖縄に家を建てまして、今年の春から単身解消しました。
●中野　哲也（昭和62年卒・新37回）
大阪に戻って早６年、あっというまでした。今年は40
代最後の年、仕事を楽しみたいと思います。
●桜井　宏子（昭和63年卒・新38回）
昨年は１月、10月の２回応化会主催のフォーラムでお
世話になりました。菅原先生をはじめ、事務局の皆様
方、大変お世話になりありがとうございました。各社
で御活躍のＯＢの皆様、学生の皆様とも交流でき、大
変刺激になりました。
●高野　直幸（昭和63年卒・新38回）
３年間米国赴任していました。４月中旬に戻って来ました。
●柳澤　暁（平成２年卒・新40回）
事業再編の真っただ中にいます。

新制卒業生（41回～）
●熊本　伸一（平成３年卒・新41回）
千葉にてポリオレフィンに関わる業務に就いております。
●土屋　勝則（平成３年卒・新41回）
TWIns内に拠点を構え、再生医療の研究開発を進め
ています。
●西村　賢（平成３年卒・新41回）
1993年に逢坂研を修了し、パナソニックにて一貫して
電池を担当しています。
●影山　謙介（平成５年卒・新43回）
2012年４月から秋田勤務となりました。
●角田　朗（平成５年卒・新43回）
今年１月より独立開業しました。スカイツリーの近く
で毎日仕事をしています。
●寺本　靖子（平成６年卒・新44回）
2011年７月より兵庫県在住です。
●木村　勝己（平成７年卒・新45回）
週末は市民農園（西宮市）を借りて、野菜を作ったり
して関西での生活を楽しんでいます。
●関根　優子（平成９年卒・新47回）
Ｎｏ.85の会報にて、同期の応化女子仲間のうち二人
が博士号を取得したことを知りました。これからの
益々の活躍と発展に、エールを贈ります。郁代ちゃ
ん、しましま、ガンバレ！
●吉岡　精一（平成９年卒・新47回）
いわば金のない青年実業家になりました。ただいま
「ゴキブリ」に悩まされています。
●内海　孝信（平成12年卒・新50回）
泌尿器科専門医になりました。

大修修了生
●宇佐美　盛爾（昭和30年修・大３回）
中国への進出、さらなる発展を希望する方々の依頼を
受け、長年培ってきた人脈と経験を活かして、　コン
サルタントを続けています。
●横田　昌明（昭和54年修・大27回）
母校に医学部を！
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■2012年度　研究室ツアー活動報告（６月20日，27日）

応用化学科学生交流会は、委員会活動の初の試みとして、2012年６月20日，27日に学部２年生を
対象に応用化学科の研究室を見学するツアーを企画、開催いたしました。
学部２年からは専門的な授業が多くなり、研究室生活において、必要になる基礎を修得する大事
な時期になります。そこで本企画では、学部２年生に応用化学科の全研究室を見学してもらうこと
で、研究内容への興味を深めてもらうとともに、普段受けている授業がどのように研究に活用され
ているのか知識を深め、これにより学習意欲を向上する目的で行いました。 
研究室ツアーは２日間に分けて行い、１日６研究室をローテーションでまわるという形式で行い
ました。

突然のお願いにも関わらず、全研究室の教授方、学生の皆さんも協力してくださり、様々な形式
で説明していただけました。研究室の方々には研究内容や研究室生活について10分程度で説明して
いただき、質問時間を５分程度設ける形式で実施しました。学部２年生の皆さんは熱心でかつ真剣
な眼差しで聞き入る姿勢が見られ、中には熱心にメモを取りながら聞いている学生もいました。実
施後のアンケート結果からも、今回の研究室ツアーを通じて学部２年生の学習意欲を向上すること
ができたことがわかりました。
本企画に御支援して下さった方々に厚く御礼申し上げます。今後とも応用化学科学生交流会への
ご支援をよろしくお願いいたします。
 （文と写真：学生交流会　内海　紗央里）

学生部会活動近況（応化会ホームページより）

いよいよ出発！ 研究室の中を見学

パネルで説明 パワーポイントにて説明

１日目
•逢坂・門間研（応用物理化学） 
•菅原研（無機化学） 
•清水研（有機合成化学） 
•木野研（応用生物化学） 
•関根研（触媒化学） 
•平沢研（化学工学）

２日目
•本間研（応用物理化学） 
•黒田研（無機化学） 
•細川研（有機合成化学） 
•桐村研（応用生物化学） 
•松方研（触媒化学） 
•西出・小柳津研（高分子化学）
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■新入生オリエンテーション2012

本年度も昨年同様約160人の新入生を迎えた
早稲田大学先進理工学部応用化学科。昨年度は
東日本大震災の影響があり７月の開催となった
が、本年度のオリエンテーションは従来通り
GW初めの開催となった。
受験という重責からようやく解放され、いま
新たに大学生という場にて、未来への大きな翼
を開き始めようとする新入生。大学生活につい
て期待や不安を抱く新入生に、先生方や先輩

方、そしてこれから長く付き合っていくであろ
う友人との交流を図りながら、その新たな第一
歩となる指標を与えるのが、このオリエンテー
ションの目的である。
我々応用化学会学生部会委員は１年生担任の
小堀先生のご指導の下、昨年12月より、昨年を
上回る新入生にとってより充実したより良いオ
リエンテーションにするために準備を進めてき
た。従来の流れを汲みつつも、大きく変化を加
えた今年のオリエンテーションを振り返ろう。

スケジュール
第１日目　4月29日（日）
9：00　 西早稲田キャンパス集合 
9：15 　出発 
12：30　セミナーハウス到着 
12：45　昼食 
14：00　応化ガイダンス 
15：10　ミニ講義1 
17：00　GM1 
18：00　夕食&風呂 
19：15　GM2 
20：10　GM3 
21：10　先輩との懇親会 
22：30　就寝 

第２日目　4月30日（土） 
6：30　 起床 
7：30　 朝食 
8：45 　ミニ講義2 
スポーツ大会 
10：00　　台風の目 
10：45　　大縄 
11：30　　綱引き 
12：15　　昼食 
13：15　　閉会式 
13：45　出発
16：00　西早稲田キャンパス到着
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第１日目
まず初日の朝、何よりも心配であったのは
GW初めという日程による交通渋滞である。関
越道の下りにおいてツアーバスの大事故が起
き、先行き不透明な状況であったが、無事にス
ケジュール通り到着することが出来た。
到着後まずは食堂にて昼食を取った。約３時
間に及ぶバスの旅の後であるからか、新入生の
「お腹空いた」という声が聞こえ、食堂は大賑
わいであった。
昼食後にはガイダンスを行った。新入生担任
及び応用化学科の先生方より、今後の学部生４
年間および大学院までを見据えた６年間の早稲
田大学先進理工学部応用化学科における大学生
活についてご説明をいただいた。 
前述の通り、今年のオリエンテーションは従
来に加えて大きな変更を行った。
そのうちの１つが先生方によるミニ講義であ
る。これはカリキュラム等についてご説明いた
だいたガイダンスとは違い、各先生方におよそ
10分という短い時間ではあるが、先生方から応
用化学研究の先輩として、新入生に向けて自由
にお言葉をいただくものである。先生方の熱い
思いに熱心に耳を傾ける学生が印象的であった。
もうひとつの大きな変化。それはGM、すな
わち先生方とのグループミーティングの充実化

である。従来は新入生を半分に分け各学生一度
だけ先生とお話しする機会があったが、今年は
GMを３回転行うことで、先生方１人に対する
人数は７～12人と少人数に保った上で、各学生
に２回GMの機会を設けた。
また、事前に各学生が入学時に興味がある分
野についてアンケートを実地したことで、それ
ぞれの分野を研究する先生方のお話が聞けるよ
うに考慮した。このGMにて、２人の先生方よ
り、ここでしか聞くことが出来ないお話を聞
き、質問する機会を設けたことで新入生の視
野、そして将来の夢がまた一段と広がったので
はないだろうか。 
さて、夕食・GM後には、例年通り先輩との
懇親会を設けた。大学生という新たな環境に不
安やなにが出来るのだろうという期待をもった
新入生と大学生としての先輩学生との交流の場
である。朝から、バス移動・ガイダンス・ミニ
講義・そして先生方と初めて直接お話しする機
会と、少々お疲れ気味な新入生にリラックスし
てもらう目的で、お菓子を用意しインフォーマ
ルな歓談の場とした。
GMにて少々緊張がみられた新入生も、懇親

会では打ち解けて話す事が出来たようである。
我々応化委員がすこしでも不安解消の役に立て
たなら良いと思う。
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第２日目
オリエンテーション２日目。出発前の天気予
報では、雨の予報であったが、みんなの思いが
通じたのか、なんとか曇りになってくれた。
２日目も朝は先生方のミニ講義から始まっ
た。しかしながら、学生の中には体が動かした
くてしょうがないのかスポーツ大会が待ち遠し
いらしく、そわそわしているように見受けられ
る学生もちらほらいた。
さて、今年のスポーツ大会のテーマは「団

結」であった。従来、ドッジボールや野球、サ
ッカーなどの球技を行うこともあったが、今年
は「団結」というテーマに沿い、個人の能力が
如実に出ないもの、そしてみんなで同時に参加
できるものを採用した。
まず、第一競技の「台風の目」である。これ
はいわゆる棒リレーであり、２人で１つの棒を
持ち人の周りを一周した後、チーム全員の足の
下に棒を通すリレーである。最終走者は白衣を
着て走るという演出も応化らしくておもしろか
ったのではないだろうか。新入生の楽しそうな

声が鳴り響いた。
第二競技は「大縄」を行った。本番前に練習
時間及び作戦タイムを設けた。各チームに所属
している応化委員の下、真剣に配置や時間内で
のペース配分を考え本番に備えていた。本番。
各チーム一体となって「イチッ・ニッ・サンッ
…」という大きな掛け声を出し一体感があった
のが印象的である。 
そして、第三競技は毎年恒例の「綱引き」を
行った。これはやはり盛りあがった。今年もト
ーナメント形式にて行った綱引きであるが、大
縄同様にチームの一体感が見て取れ、試合を進
めるたびに結束力が増していく様に感じた。
今年は、懇親会と運動会のメンバーを一緒に
した。懇親会を通じ、今後付き合っていく友人
同士のことを知ることが出来、さらに運動会に
てともに体を動かしたことでより仲良くなるこ
とが出来たのではないだろうか。
本年度の新たな取り組みとして、今年の昼食
は「おぎのやの釜飯」をお弁当にし、青空の下
でいただいた。残念ながら、快晴の下でとはい

38



かなかったものの、やはり空の下、屋外で食べ
るご飯には室内では得られない美味しさがある
ようだ。運動会を終えた後の体には、なおさら
美味しかったことだろう。
今年は１位のみならず２位にも景品を用意し
た。今後の学生生活に大いに役立てていただき
たいと思う。
復路の途中交通渋滞につかまり大幅に到着時
間が遅れるということがあったものの、車内は
このオリエンテーションで仲良くなった新しい
友人との会話で、はしゃぎ声が途切れることも
なく、無事６時前には理工学部に到着・解散す
ることが出来た。 
本オリエンテーションを通じて、今年度の新
入生の中に何か残るものがあったのではないだ
ろうか。今後の大学生活において悩み困ったと

きには、このオリエンテーションで得たアドバ
イスや積極的だった気持ちを思い出し、頑張っ
ていただきたい。また、本オリエンテーション
にて得た友人との関係は一生物である。今後の
大学生活において豊かな友人関係を築き、生涯
大切にしていただきたい。
今回のオリエンテーションは例年に比べて、
スケジュールを充実させ、運営側としても忙し
くなったが、応化委員一同および小堀先生をは
じめとする諸先生方、生協の皆様等のご協力に
より、大成功を収めることが出来たと思う。
各関係者の皆様ならびに新入生の皆様、スム
ーズな運営にご協力いただき、誠にありがとう
ございました。
（文責：佐藤大悠（応化B3　応化委員

オリエンテーションチーフ）

スポーツ大会後の集合写真 
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本年度の定期総会は、昨年来進めている「魅
力ある応化会」をめざして、講演会では応用化
学科と共催で先進研究講演会「応用化学最前線
−教員からのメッセージ」と題して５名の先生
方に熱く語っていただき、懇親会場に研究室毎
のポスターを展示して、研究室の「今」を広く
知っていただく機会を設けました。

日程は、現役OBの方々が少しでも多く参加
出来るようにと、2012年５月26日の土曜日を選
び、今までにない多くの会員の参加申込みを頂
き、場所も当初予定の55号館大会議室から57号
館201教室へと大きい会場に変更しての開催と
なりました。

総会123名（OB・OG74名、教員15名、学生
34名）、講 演 会198名（OB・OG84名、教 員18
名、学生55名、その他学内４名、学外４名）に
ご参加頂き、交流会・ポスター展示（懇親会）
では147名の会員の皆さんが集い、昨年を上回
る盛会な総会の一日となりました。

14時30分より定期総会が開催され、2011年度
事業報告案および決算案、2012度事業計画案お
よび予算案の承認、会則改定案、名誉会員の承
認、河村宏会長の重任の承認と役員改選の報告
が行われました。また昨年総会で報告された卒

業後10年前後までの「若手OBの会」を発展的
解消し、「ネット応化会」（全会員を対象とした
SNSを利用した早稲田応用化学会会員のための
クローズド・コミュニティ）へ移行することが
提議され、業務多忙、遠隔地勤務などで行事に
参加出来ない現役OBの参加促進をめざしてい
くこととなりました。これに伴い、ネット応化
会の運営方針も承認されました。

各議題の審議の後、酒井清孝名誉教授（菊地
英一名誉教授は別途贈呈）へ感謝状贈呈が取り
進められました。最後に菅原副会長から大学お
よび応用化学科の近況を取り混ぜた挨拶を頂き
総会を締めくくりました。

先進研究講演会「応用化学最前線−教員から
のメッセージ」（応用化学科と共催）は、３年
間にわたり応用化学科の各研究室応用化学科の
教員が、企業の研究者・技術者や学生に、自ら
の研究分野を紹介し、その先進性、先導性を熱
く語りかけるもので、　交流会（懇親会）で、
その研究分野のポスターを展示しながら、教
員、社会人および学生との交流や懇談を深め、
早稲田応用化学科の研究に関する理解を深めて
いただく企画です。

2012年度定期総会　会務・会計報告

挨拶する河村宏会長と応化会首脳陣
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１年目の今年は、講演順に応用物理化学分野
本間敬之教授、触媒化学分野　関根　泰教授、
高分子化学分野　小柳津研一教授、有機合成化
学分野　細川誠二郎准教授、無機化学分野　黒
田一幸教授の各分野の先生方に熱く語っていた
だき、OBも学生も理解を深めることが出来た
ものと確信しています。

⇒本号　P２～７をご覧ください。

２時間半の講演会の後、場所を63号館１階　
カフェテリア馬車道へ移し、交流会・ポスター
展示がスタートしました。　逢坂教授（応化会
副会長）のご挨拶と乾杯のご発声、2012年度応
化会給付奨学生４名の紹介、活性化委員会とし
て応用化学会の発展にご尽力され、今総会で退
任された方々（副会長を退任された平林浩介
氏、活性化委員長、監事として活性化を支えら
れた中川文博氏、庶務理事・基盤委員長として
ご尽力された窪田信行氏）の功労を称えられ河
村会長が謝意を述べられました。

今年の交流会は　学生の参加が多く　傍らで
のポスター展示もあり、皆さん時が経つのを忘
れ、２時間という時間があっという間に過ぎ去
りました。ありがとうございました。2013年度
の総会・先進研究講演会は　５月25日（土）開
催の予定です。　是非、同窓生と誘い合わせて
のご来校をお待ちしております。（事務局）

定期総会議事録
開催日時 

2012年５月26日（土）14：30～15：15 
開催場所 

西早稲田キャンパス　（57号館２階201教室） 
出席者　 

 123名（土曜日午後の開催で、天候にも恵ま
れ、OBの参加が例年に比べて多く、盛会の
中、取り進められた。　OB　74名、先生　
15名、学生　34名） 

会長挨拶：
河村会長から冒頭、８年を経過した応用化学

会の活性化の試みが会員各位の理解と尽力によ
り大学内でも例を見ない程活発に行われるに至
り、その母校愛に敬意を表されるともに、応用
化学科の発展についても、教職員各位の研究努
力と教育指導力の結果であり、またOB各位の
各分野における活躍がその支えとなり、社会的
に高い評価を勝ち得たこと。そして、更にこれ
を高め後世に、後輩に引き継ぐべきとの意志を
表された。

限られた資金を如何に有効に活用するかが今
後の課題であり、現体制で２期４年の任務を終
え、次の世代へバトンを渡す時期と思い、然る
べき後継者を選び依頼したが、今回、あと１期
２年の後、会長職を引き継いで頂ける候補者を
選びだすことが出来たこと。今回は取りあえず
会長の任務を継続し、候補者には理事として就

2012年５月26日（土）のスケジュール：
1． 総会：14時30分～15時30分（57号館2階　201教室）
2． 先進研究講演会：16時～18時30分　（57号館２階　201教室）
　「応用化学最前線−教員からのメッセージ」 
3． 交流会、ポスター展示（懇親会）：18時30分～20時30分
　（63号館１階カフェテリア馬車道）
　会費3,000円、夫婦同伴の場合　5,000円
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任して頂く事を説明され、総会でのご承認をお
願いされた。

役員会の学外理事については、次世代への転
換を図る目的と若手OBの母校への回帰を促進
する目的もあり、大幅な若返りを図ったこと。
現役のOBが日常の応化会活動を担うことは不
可能にて、徐々に若返りを進めたいと思いを伝
えられた。
これまで応用化学会の施策として重きを置い
てきた、通常の講演会、会報の発行、奨学金の
支援等の他に、将来の応用化学会を背負う学生
諸君との接点を深め、卒業後も会への協力を深
めて貰う様な諸施策を実行してきたが、これら
の施策が卒業後の若手会員の関心を応用化学会
に強く引き付けることに有効であったとの感触
は得られていないこと。今後も引き続き学生諸
兄の応用化学会への関与を深める努力は続ける
が、これまでの予算の傾斜配分を再検討する事
にしたいと説明された。会費の減少傾向に歯止
めを掛け、継続的に今同様の活動が出来る様な
基盤を固めることが、我々が次の体制に申し送
る重大な任務と認識しており、ソーシャル ネ
ットワーキング サービス（SNS）を利用する
「ネット応化会」の発足を一つの試みとして行
うこと。又、今回応用化学科の全教員のご協力
を得て、定期総会のメインイベントとして” 応
用化学最前線̶教員からのメッセージ “という
講演会を企画し、教員、社会人、学生との交流
や懇親を深め、同時に若手OB諸兄が大学の研
究や応用化学会への関心を深めることを期待し
ていること。今後３年間掛けて全研究室の活動
状況を披露して頂くことを説明された。

卒業回別会費納入率の資料に見られるよう
に、年代が低い順に納入率が低下していき、も
しかすると我々の持つ関心と若手のそれとは、
相容れないのかも知れないが、此の学び舎に育
ち、友を得、その背番号を背負って生きてきた
人間がその故郷を忘れてしまう事などあっては
ならないし、母校を愛し、後輩を思う気持ち
を、次世代に伝える事も我々先人の務であると
信念を述べられた。

最後に、学生部会への傾注、若手OBへの施
策・支援が将来の応化会を支える力につながる

ことを信じて、今年度の重点課題として活動を
したいことを表明されると共に、会員各位のご
賛同と活動への積極的支援・参加をお願いされ
た。

議事：
1．2011年度事業報告案及び決算案の審議

窪田庶務理事及び本間会計理事より各々
「2011年度事業報告案」及び「決算案」の説明
がなされ、特に、収支決算書では、収支補填準
備金取崩し　32万円（予算比138万円減）、正有
志会員会費634万円、学生会員会費　119万円他
で収入1,027万円、支出は、東日本大震災の影
響による事業の開催減・削減により1,027万円
となったことを説明。

監査報告として、中川監事から、5/23に監査
を行い、業務監査については、役員会へ出席、
年々内容が充実していること、更なる発展が望
まれること。会計監査については、帳票類・通
帳類はきれいに整理されており、記載の通りの
報告書内容に間違いないことを報告された。

以上により、2011年度事業報告案及び決算案
が承認された。 
2．2012年度事業計画案及び予算案の審議 

窪田庶務理事及び本間会計理事より各々
「2012年度事業計画案」及び「予算案」の説明
がなされた。

特に、収入では、正有志会員会費を110万円
増の750万円と見込み、収入1,233万円、支出
1,233万円とすることを説明。

以上により　2012年度事業計画案及び予算案
は承認された。 
3．会則改定案について（会費免除に関する事項）

窪田庶務理事より、会則第８章会計、第39条
（会費の免除）で、会費免除できる３項の内、
「本人より申し出があった満75歳に達し、かつ
最近20年間会費を完納した会員」をなくすもの
で、会費納付の状況が思わしくないことから提
案するもの。尚、既対象者は運用上該当させな
いこととすると説明。

以上により、承認された。
4．名誉会員の推薦について

窪田庶務理事より、本会に特別の貢献をな
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し、本会役員会の推薦を受け、総会の承認を得
た者という規定に基づき、菊地英一名誉教授、
酒井清孝名誉教授（本年春定年退職）、竜田邦
明栄誉フェロー・名誉教授（昨年春栄誉フェロ
ー）の３名を役員会の推薦とすることを説明。
総会で承認された。 
5．ネット応化会について

大矢理事（基盤委員）から資料・スライドに
基づき、会費納付状況の説明（卒後15年までの
層は、会員数が多いにも拘らず、会費納付が下
がっている）、応用化学会という自発的な会で
は、会員が自発的に参加し会費納付をするとい
うのが望ましいこと（応化会のビジョン）、若
いOBにアピールするには今の企画では不足と
考え、現役OB世代にも魅力ある応用化学会活
動をするために、若手OB会を発展的に解消し、
SNS（LinkedIn）を活用し、ネットを利用する
全会員を対象として「ネット応化会」とするこ
とを提起された。
ここでは、通常の会員への連絡事項を掲載、

資料庫（応化会から発行するPWが必要）の閲
覧、双方向での応用化学会への要望・提案の受
け皿、共通の関心事に関する交流という役割を
果たすもので、実名登録し（未納であれば年会
費を納付）、応用化学会事務局・幹事グループ
の承認を経て、活動するフローとなる。運営上
のグループとしてSNS委員会を基盤委員会の中
に置き、ネット応化会の健全な運営とネットワ
ークを広げ会員を増やすことを担う。 
ネット応化会の位置付けは、現在ある応化会

HP、会報等の既存のチャンネルは継続して、
もっと広げる為の双方向の場を作るという補足
説明が、質問に答えて行われた。

以上により、承認された。 
6．応化会役員の改選について 

窪田庶務理事より、本総会で役員の改選の時
期となり、会長は役員会で正会員から選出し、
総会で承認を得る会則に則り、河村宏会長が　
役員会で会長に選出されたことを受け、総会に
諮り、承認された。
これを受け、会長が委嘱する副会長以下の役

員につき、河村会長から紹介された。 

名誉会員への感謝状贈呈： 
酒井清孝名誉教授へ、河村宏会長と菅原義之

主任教授より感謝状が贈呈された。尚、菊地英
一名誉教授へは、別途、日程を定め贈呈するこ
とが報告された。 

副会長挨拶： 
菅原副会長より、菊地英一教授、酒井清孝教

授の３月のご退職に際してOBの方々のお力添
えに感謝を述べられた。今後化学工学部門は、
平沢教授・小堀専任講師、更に９月には東京大
学から野田優先生をお迎えし、研究・教育して
いくこと、触媒化学部門に関しては、松方教
授・関根教授の体制で研究・教育していくこ
と、４月１日に小柳津教授、関根教授が教授に
昇進したことを報告された。

研究・教育と学科の動向については、５年間
にわたるGCOEプログラム、実践的化学知教育
研究拠点は成功裏に拠点の形成を終了したこと
が述べられた。また、昨年は震災の影響で中止
した卒業式、入学式が順調に本年は行われたこ
と、OBの方々のお力添えにより卒業生の就職
は堅調であったことを述べられた。
また、大学全体としては、150年を目標に現

在施策が検討されている状況の中、建物につい
ても順次建替えやリニューアルが行われてお
り、西早稲田キャンパスでは、52、53、54号館
の耐震工事と同時に教室の改修を行っているこ
とが述べられた。また、夏に向け節電目標が設
定されており、研究に必要な電力は確保しつ
つ、さまざまな工夫をして夏を乗り越えていく
所存であることを述べられ、最後に今後とも会
員の皆様のご支援をお願いされた。
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2011年度収支決算書 2012.5.26
収　　　入 支　　出

摘　　　要 予　　算 2011年度決算 予算対比 摘　　　要 予　　算 2011年度決算 予算対比
収支補填準備金取崩※1） 1,704,050 323,955 −1,380,095 会報費 2,852,100 2,848,611 −3,489
正有志会員会費　※A 6,500,000 6,336,350 −163,650 名簿発行作成費 10,000 3,190 −6,810
学生会員会費　※B 1,100,000 1,189,500 89,500 集会費　※2） 2,040,000 1,207,146 −832,854
利息 20,000 6,275 −13,725 学生部会費　※3） 666,000 469,584 −196,416
名簿発行賛助金 10,000 46,000 36,000 手数料 500,000 534,581 34,581
企業ガイダンス賛助金 1,500,000 1,530,000 30,000 関西支部費 260,000 260,000 0
先輩からのメッセージ参加費 800,000 840,000 40,000 中部支部費 232,100 232,100 0
寄付金 0 1,000 1,000 消耗品費　※4） 80,000 58,791 −21,209

用品費  ※5） 95,000 75,278 −19,722
リース代 16,800 16,800 0
事務費　※6） 3,403,000 3,238,140 −164,860
ホームページ関連費 92,650 76,200 −16,450
委員会活動費　※7） 646,400 557,689 −88,711
雑費 40,000 14,370 −25,630
応化会給付奨学金 500,000 500,000 0
予備費  ※8） 200,000 180,600 −19,400

合　　計 11,634,050 10,273,080 −1,360,970 合　　計 11,634,050 10,273,080 −1,360,970

※A
当期入金総額� 6,393,950
内預り金へ振替� −318,600
前期預り金取り崩し� 261,000
前期正有志会員会費� 6,336,350

※B
当期入金総額� 1,144,500
内預り金へ振替� −792,000
前期預り金取り崩し� 837,000
前期正有志会員会費� 1,189,500

※1） 2012年度収支補填準備金 3,444,564円
※2） �総会、講演会での経費削減。東日本大震災の影響により

役員会、評議員会開催中止などによる
※3） 東日本大震災の影響により減少
※4） ※5） ※6） 経費削減
※7） 東日本大震災の影響による委員会開催減
※8） 冊子「早稲田応用化学会のビジョン」の作成

貸借対照表
（2012年3月31日現在）

借　　方 貸　　方
摘　　要 金　額 摘　　要 金　額

 現金 766,260  運営資金 9,908,033 
 郵便振替 2,712,960  関西支部預け金 112,987 
 銀行普通預金（りそな） 375,733  中部支部預け金 154,710 
 銀行定期預金（りそな） 10,966,269  正有志会員前納会費預り金 3,057,858 
 銀行定期預金（三菱東京UFJ） 3,030,733  学生会員前納会費預り金 1,441,500 
 銀行普通預金（三井住友・関西支部） 112,987  収支補填準備金 3,444,564 
 銀行普通預金（三菱東京UFJ・中部支部） 154,710 

合      計 18,119,652 合     計 18,119,652 
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２０１２年度予算（案） 2012.5.26
収　　　入 支　　出

摘　　　要 予　　算 2011年度決算 2011年度決算対比 摘　　　要 予　　算 2011年度決算 2011年度決算対比
正有志会員会費　※1） 7,500,000 6,336,350 1,163,650 会報費 2,900,825 2,848,611 52,214
学生会員会費 1,100,000 1,189,500 −89,500 名簿発行作成費　※4） 1,040,000 3,190 1,036,810
利息 10,000 6,275 3,725 集会費　※5） 1,785,000 1,207,146 577,854
名簿発行賛助金　※2） 1,350,000 46,000 1,304,000 学生部会費　※6） 760,000 469,584 290,416
企業ガイダンス賛助金 1,530,000 1,530,000 0 手数料 600,000 534,581 65,419
先輩からのメッセージ参加費 840,000 840,000 0 関西支部費　※7） 175,000 260,000 −85,000
寄付金 0 1,000 −1,000 中部支部費　※8） 177,300 232,100 −54,800
収支補填準備金取崩　※3） 0 323,955 −323,955 消耗品費 70,000 58,791 11,209

用品費　※9） 10,000 75,278 −65,278
リース代 16,800 16,800 0
事務費 3,373,000 3,238,140 134,860
ホームページ関連費 136,750 76,200 60,550
委員会活動費 676,000 557,689 118,311
雑費　※10） 59,325 14,370 44,955
応化会給付奨学金 500,000 500,000 0
予備費 50,000 180,600 −130,600

合　　計 12,330,000 10,273,080 2,056,920 合　　計 12,330,000 10,273,080 2,056,920

（ご参考）
貸　借　対　照　表

（2011年3月31日現在）
借　　　方 貸　　方
摘　　要 金　　額 摘　　要 金　　額

 現金 303,604  運営資金 9,908,033 
 郵便振替 1,416,150  関西支部預け金 92,666 
 銀行普通預金（りそな） 2,452,547  中部支部預け金 198,183 
 銀行定期預金（りそな） 10,961,005  正有志会員前納会費預り金 3,000,258 
 銀行定期預金（三菱東京UFJ） 3,030,004  学生会員前納会費預り金 1,486,500 
 銀行普通預金（三井住友・関西支部） 92,666  収支補填準備金 3,768,519 
 銀行普通預金（三菱東京UFJ・中部支部） 198,183 
合　　計 18,454,159 合　　計 18,454,159 

※1）　会費増収を見込む：約400名　
※2）　新規会員名簿：2013年3月発行、頒布価格1,500円×900部
※3）　2012年度 収支補填準備金　3,444,564円
※4）　新規会員名簿1,200部作成
※5）　※6）　東日本大震災前の活動に戻す
※7）　※8）  ※9） 経費削減　　
※10） 定例委員会以外の会議費、慶弔費
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スナップ集

総会風景

先進研究講演会風景

新役員紹介

本間敬之教授

細川誠二郎准教授

酒井清孝名誉教授に感謝状贈呈

関根泰教授

黒田一幸教授

菅原教授（副会長）挨拶

小柳津研一教授
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逢坂教授（副会長）
ご挨拶と乾杯のご発声

2012年度応化会給付奨学生
4名の紹介

懇親会風景

功労を称えられる会長
窪田氏、中川氏、平林氏

会長	
河村　宏　（奨学生推薦委員長）
副会長	
下井　将惟 逢坂　哲彌 菅原　義之
監事	
速水　清之進  平林　浩介
役付理事	
庶務
大矢　毅一郎（基盤委員長）　　　 平沢　泉
編集
相馬　威宣(広報委員長)            桐村　光太郎
会計
廣谷　修 本間　敬之

理事（学外）	
井上　征四郎(関西支部長) 細田　拓
河野　恭一（交流委員長） 中川　善行
後藤　栄三（中部支部長） 倉持　誠
三浦　千太郎 赤田　正典 柴田　実
河野　善行 和田　宏明 藤城　光一
下村　啓 波多野　吾紅 臼田　雅彦
松田　直人 笹目　由紀子 山田　賀子
関　三枝子
理事（学内）
西出　宏之 黒田　一幸 清水　功雄
木野　邦器 松方　正彦 小柳津研一
関根　泰
事務局長
高橋　宏

応用化学会　役員　（2012年8月27日現在）　２０１２〜２０１３年度
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年次別選出評議員含む学生部会選出評議員（兼務あり。2012年9月10日現在）
旧28 大原　定夫 渡辺　壮太郎 新35 淺沼　稔 佐藤　裕崇
旧30 遠山　俊二郎 新19 廣谷　修 安達　昌文 新51 木野　はるか
旧31 有田　士朗 星野　雄之輔 柳澤　恒夫 蔵方　慎一
旧32 上田　忠雄 新20 朝山　恒男 新36 井村　正寿 栃原　平祐
燃 2 福士　三郎 小柳　純夫 大森　美樹 新52 岡村　陽介
燃 3 手嶋　精一 竹林　絜矩 新37 小笠原　啓一 久保　暢宏
燃 6 赤林　宏 新21 松本　孝一 馬部　健 三崎　正之
燃 7 藤田　耕平 新22 井上　裕 新38 高野　直幸 森　勇介
新01 岡田　治雄 黒田　美雄 長澤　和夫 新53 青木　映子

加藤　弘 柴田　実 本田　淳 新54 庄司　雅己
新02 堤　健二 新23 秋山　勤 新39 飯田　陽介 藤本　真澄
新03 手塚　七五郎 有山　達郎 加来　恭彦 新55 萩原　快朗
新04 橋本　幸雄 米原　祥友 種子島　宰 藤本　高義

村田　孝雄 新24 秋宗　淑雄 永野　伸一 松田　研
新05 小松　嵩 山崎　誠二郎 新40 天谷　努 新56 丹藤　文彰

嶋根　政彦 新25 秋元　秀司 上田　謙 福原　佳樹
新06 原　富啓 山崎　隆史 中尾　啓輔 三浦　克吉
新07 中川　文博 新26 齋藤　哲次 新41 荻野　久美子 新57 塚田　孝高

山田　茂 長谷川　清 前田　賢二 米山　依慶
新08 大矢　英男 米田　潤三 新42 荒井　由高 若林　隆太郎

柳澤　亘 新27 中嶋　慶八郎 市場　洋之 新58 角野　淳一
新09 小柳津　正彦 新28 池田　和正 大迫　仁志 河北　圭人

並木　俊之助 音居　文雄 新43 小倉　賢 堀之内　達也
新10 野元　成晃 吉田　利彦 小森　新一 新59 榊原　孝記
新11 小田　裕司 新29 内田　悟 中島　隆行 重藤　真由美

宮崎　正彬 加藤　雅之 新44 大塚　佐和子 山鹿　桐子
新12 石橋　暉彦 新30 安達　博治 前山　孝二 新60 足立　智信

平川　揚二 柴原　伸郎 新45 青柳　里果 息　えりか
新13 下井　将惟 和田　浩 木津　巧一 落合 朋弘

相馬　威宣 新31 鵜浦　博之 新46 五十嵐　崇訓 新61 井上　清香
新14 小川　弘 久保　昭一 今井　隆浩 猪村　直子

河野　恭一 保谷　尚登 大西　貴幸 高見　淳
新15 有居　晃 新32 土肥　英幸 新47 佐々木　康文 新62 荒　秀和

桜井　博 吉岡　浩 那須　育雅 松﨑　朋
服部　英昭 新33 市川　修治 美里　賢史 八木　久美子

新16 植木　彰 岡部　正明 新49 岡戸　慶也 新63 石本　紗央理
川村　剛 岡部　豊 丹羽　大介 木藤　匠汰

新17 石井　利典 前川　敏彦 新49 見方　雅教 土橋　遼平
金子　四郎 新34 下村　啓 新50 遠藤　文子

新18 村岡　猛 町野　彰 金井　勇治

同門会選出評議員（兼務あり）

教員 細川　誠二郎 竜田・細川研同門会 新27 峰島　三千男 稲酒会
新15 比留間　哲生 石川研同門会 新31 山崎　康夫 ＰＭＴの会
新17 大林　秀仁 宮崎研同窓会 新33 桐村　光太郎 ＴＯＨＢＩ会
新19 井上　健 στの会 新34 町野　彰 早燃会
新24 黒田　一幸 早稲田無機会 新38 橘　正人 平田・常田研ＯＢ会
新24 山瀬　幸雄 高研会 新40 府川　真 ＷＥＣＳ（吉田・逢坂・本間研

同窓会）
新26 尾上　薫 城塚研ＯＢ・ＯＧ会 新56 末木　俊輔 清水研
新26 長嶋　則雄 長谷川研ＯＢ会
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第８回評議員会が２年ぶりに2012年４月21日
（土）14時から理工学部55号館1階大会議室Aに
て開催され、出席した評議員40名、関係者を含
め総員51名により、活発な意見交換がされ、有
意義な会になりました。

最初に河村会長から、「応化会活動はこの２
年でやるべきことが軌道に乗りつつある。本会
は理系のモデルとして評価を受けている。文系
では政経が総会活動、資金調達が活発でモデル
である。

評議員会はネットワークをつなぐ重要な機能
であり、皆様の熱心なご意見を伺い、またご指
導を御願いしたい。現役会員に参加してもらう
ことが、下降傾向にある会費調達を強化するこ
とになる。 

会費納入率は85歳から75歳の会員が６～７割
に対して、若手OBはこの10年で約1400人いる
が、200人程度である。会費は減少しているが、
会員数は毎年増加している。ここ数年、会とし
て数々の施策を計画し、実行している。特にこ
の８年間、学生に対する支援を増やしている
が、卒業後の会費納入率は必ずしも上昇してい
ない。卒業した会員の関心をいかに引き付ける
か施策を研究し総会でも発表したい。

会費は本会の命である。外部から良いモデル
と言われても、縮小しては問題である。評議員
の皆様には会費徴収率を上げる努力はさること
ながら、若手OBの応化会への関心を呼び起こ
して頂きたい。」との挨拶がありました。

次いで平沢庶務理事と廣谷会計理事より、定
期総会に向けた事業報告（案）・事業計画（案）
と会計報告（案）・予算（案）の説明がありま
した。

引き続いて基盤委員会の活動報告が窪田委員
長より、交流委員会の活動報告が下井委員長よ
り、広報委員会の活動報告が相馬委員長よりあ

挨拶する河村会長

審議風景

意見交換会

第８回評議員会（平成24年４月21日）
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懇親会1 懇親会2

りました。
また、高橋応化会事務局長より、2012年度版

会員名簿を発行に向けて個人情報確認のお願い
と応化会旗の貸出についての説明がありまし
た。

今回新たな試みとして、年次の近い評議員同
士の意見交換を行いました。４つのグループに
分かれて行い、今後の応化会活性化につながる

貴重な提案が数多く出されました。
引き続き実施された懇親会は、出席予定者の
うち数名が欠席されたが、遅れてきた会員を加
えて、菅原副会長（学科主任）の挨拶に始ま
り、終始和やかな雰囲気で会話も弾み、最後に
平林副会長の挨拶の後　応化会の益々の活動強
化を祈念して一本締めで終了しました。

（文責：基盤委員会、写真：広報&基盤委員会）
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応用化学会は、数年前からの活性化活動を通
じて、教室、多数のOBの協力を得て、より魅
力ある活動を前面に出すことに成功し、他に類
を見ないグループとして発展してまいりまし
た。そのビジョンであります、学術、実業の分
野でのリーダーシップの育成も、一歩づつ前進
しておりますが、一方で、活動の基盤となりま
すOBの自発的参加、年会費の安定的徴収と言
う意味では、解決すべき問題も抱えております。
応用化学会には、現在約7,600名に及ぶ健在

会員がおりますが、そのうちの3分の2に相当す
る約5,000名の現役OBの活動への参画、年会費
の納入率が低いことであります。現役OBは、
遠隔地勤務や、業務多忙などにより、実質的に
活動に参加することが困難である以上に、応化
会活動への関心も低いという残念な状況ともな
っています。応用化学会の継続的発展のために
は、世の中への発信力の最も強い現役世代が、
何らかの形で活動に参加してくれることが鍵と
なると考え、以下の対策を講じ、インターネッ
トによる双方向通信を生かしたネット応化会を
設立ことといたしました。

1. 魅力ある活動の強化
応用化学会の活動は、交流委員会が中心とな
って、｢交流講演会｣、｢企業ガイダンス｣、｢企
業が求める人材像｣など、数々の企画を実現さ
せた結果、教室、学生の参加が大幅に増え、今
日の活動の活性化につながっておりますが、忙
しい現役OBが無理をしてでも参加したい企画
があるかという点では、大いに改善の余地があ
り、そのためには、｢応用化学会をどう活用し
たいか｣という観点からの、OBのインプットが
不可欠であります。ネット応化会を通じて、
OBの皆さんから忌憚ないご意見を寄せていた
だき、それらを企画に反映させることにより、よ
り幅広く魅力のある活動を目指したいと考えます。

2. 活動内容の周知徹底
応用化学会の活動は、従来｢会報｣、｢ホーム

ページ｣、｢メルマガ｣などで会員に通知するほ
か、総会、評議員会、教室会議、研究室・学生
窓口などを通じて、口頭でも伝達してまいりま
したが、いずれも応化会からの一方通行である
こと、会の欠席者には伝わらないことなどか
ら、多くの会員に活動内容が十分理解されてい
る状況とは言えませんでした。そこで、ネット
応化会を活用して、従来のコミュニケーション
手段を太くすることだけでなく、インターネッ
トの双方向性を生かして、会員からの意見も吸
収しようというのが今回の目的でもあります。

ネット応化会は、昨年1年間｢若手OB｣を対象
に実験してまいりましたソーシャルネットワー
クサービス（SNS）のLinkedInを活用し、現役
OBだけでなく全会員を対象とし、そのサイト
上に｢早稲田応用化学会｣という応用化学会員だ
けが見られるクローズドコミュニティ（グルー
プ）を構成します。このサイト上では、メンバ
ー登録をした会員が、応用化学会からの連絡事
項、講演会などの詳細を保管した資料庫を見ら
れるだけでなく、会員自身の意見を発信した
り、他のメンバーとの意見交換を進めたりする
ことができます。SNSの活用を健全に行うため
に、基盤委員会の中にSNS委員会を設置し、管
理・運用に責任を持つこととしました。
詳しい登録方法や、運営の細則につきまして
は、ホームページをご参照ください。この新し
い試みが、応用化学会の発展に役立ちますよ
う、会員の皆様のご協力をお願い申し上げま
す。

ネット応化会のご案内
インターネットで「応化会」に参加しよう
� 基盤委員長　大矢　毅一郎（新制14回）

51



■ 中部支部（早化会）第５回支部総会と交流
講演会の報告 

　2012年3月1日（木）「名古屋ダイヤビル」に
て、第５回の総会と交流講演会を開催した。講
師には法政大学生命科学部環境応用化学科西海
英雄教授を招聘、関西支部より市橋宏関西副支
部長、田中航次事務局長および津田實理事の３
氏に参加して頂き、参加者総勢30名の盛会でした。

支部総会
　中部支部発足準備委員長から足掛け５年に亘
り、中部支部長を務められた牧野兼久支部長が
３月末を以って退任される事に伴い退任のご挨
拶があった。
牧野支部長は、「長年におよぶ会員皆様のご協
力に感謝申し上げると共に、今後も一層の会員
相互の親睦を深めて頂きたい」と退任の挨拶を
された。後任は後藤栄三理事が引き継ぎ、牧野
氏は支部顧問として今後も支部活動に参加頂く
ことが報告された。
　続いて、堤正之幹事より2011年の支部活動実
績、会員動向把握結果、中部支部新体制と担当
役員および2012年度活動計画案の報告がなさ
れ、出席者の了承を得た。

交流講演会（演題：蘇民将来）
　西海教授が、大学での研究と教鞭をとる傍
ら、30年間に亘り、「蘇民将来」の信仰や歴史

について日本各地の関
係神社を訪問観察して
得られた内容をご講演
して頂いた。
　特に、愛知県の尾張
津島神社の起源に深く
関わっているところから
支部会員に興味を持って
頂けるテーマであろうと
して取り上げて頂いた。
　殆どの出席者にとっ

ては初めて知る歴史のようでしたが、講演には
教授が撮られた多くの写真が使われ判り易い内
容であり、出席者はこんな歴史があったのかと
大変興味深くに聞き入って居りました。特に、
有名な八坂神社と祇園祭りおよび津島神社と天
王祭が「蘇民将来」の祭祀に深く関わっている
事に驚かされた様子であった。

懇親会
　冒頭、後藤新支部長が『会員相互の一層の交
流を深めるために、引き続き会員皆様の一層の
ご協力をお願いしたい』旨の挨拶があり懇親会
に入った。西海教授や関西支部からの３氏を中
心にした和気あいあいの懇談が持たれた。田中
関西支部事務局長から関西支部の取り組みの状
況の紹介や、須藤氏のユーモアあるスピーチを
頂き、フィナーレは全員写真の撮影と一本占め
を行い散会した。 （文責：堤正之）

中部支部（早化会）活動報告

挨拶する牧野支部長 事業報告する堤幹事

講演する西海教授

全員集合写真

（応化会ホームページより）
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参加者（敬称略）
（講　師）西海英雄（新17回）
（中部支部会員）澤田祥充（旧31回）、牧野兼久（新8回）、笠倉忠夫（新8回）、近藤昌浩（新9回）、堤正之（新17
回）、白川浩（新18回）、後藤栄三（新19回）、小林俊夫（新19回）、古山建樹（新20回）、梅村幸治（新20回）、須藤
雅夫（新22回）、友野博美（新22回）、谷口至（新22回）、木内一壽（新24回）、山崎隆史（新25回）、伊藤理（新26
回）、名塚達雄（新25回）、服部雅幸（新32回）、金原和秀（新32）、藤井高司（新36回）、加藤啓（新38回）、鈴木克
典（新39回）、櫛谷文彦（新39回）、大高康裕（新41回）、松永武久（新52回）、渡部綾（新56回）
（関西支部会員）津田實（新7回）、田中航次（新17回）、市橋宏（新17回）

関西支部田中、市橋、
津田3氏の挨拶

懇談

懇談

スピーチされる須藤氏 

挨拶する後藤新支部長

スピーチされる田中氏

懇談

一本締めで閉会

■ 応化会中部支部懇親ゴルフ会の報告

第６回早化会懇親ゴルフ会開催報告（2012-6-30）
　去る６月30日、四日市市の「名四カントリー
クラブ」で、第６回早化会親睦ゴルフ会を開催
致しました。

　毎年春に実施しておりましたが、昨年の東日
本大震災の発生に伴い中止しておりましたが、
今回再開致しました。

　今回は常連の澤田さんが、都合で参加できま
せんでしたが、６名の方が参加され、幸いにも
天候にも恵まれ、新緑で覆われたコースのラウ
ンドを楽しみました。 
　懇親を旨としておりますので、HCはダブル
ぺリア方式の上限なしで成績は時の運です。今
回も上位５位までは４打差の接戦でした。打ち
上げ会では、皆さん大変元気で『次回第７回を
今秋にやりましょう！』と全員の意見が一致
し、散会と致しました。 参加者（敬称略）は、
大木延彦（新16）、三島邦男（新17）、小林俊夫
（新19）、山崎隆史 （新25）、伊藤理（新26）の
６名でした。
　第７回は瑞浪市の「笹平カントリークラブ」
で第７回を今秋に計画しております。
　中部支部会員でゴルフを楽しみたい方は幹事
まで連絡して下さい。
幹事：三島邦男、
　　　堤正之（m.tsutsumi@fuga.ocn.ne.jp）
 （文責、写真撮影：堤正之）
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■ 関西支部（早桜会）2012年度総会・懇親会
開催結果 

　４月21日（土）17：00～20：00にわたり、大
阪弥生会館で2012年度の総会並びに懇親会が開
催されました。今回は中部支部より堤正之幹
事、三島邦男幹事の２氏に参加して頂き、参加
者総勢22名でした。20～30代の若手の参加も増
えはじめ、早桜会は若手から年配者まで、広い
世代で交流が楽しめる場となって参りました
　脇田理事の総合司会ではじまり、井上支部長
の挨拶に続いて、堤正之中部支部幹事から中
部、関西一緒に応化会を盛り立てていくため、
特に若手・現役会員の参加増強に力点をおき、
粘り強く活動を続けていこうと挨拶を頂きまし
た。次いで市橋副支部長より、早桜会の2012年
度の会務を行う下記メンバーの紹介が行われま
した。
支部長　　井上征四郎 （’62）
副支部長　市橋　宏（’67）
監事　　　斎藤幸一（’83）
事務局長　田中航次（’67）
理　事　　 津田實（’57）、篠崎匡巳（’80）、
　　　　　岡野泰則（’83）、和田昭英（’84）、
　　　　　脇田克也（’86）、中野哲也（’87）、
　　　　　中島隆行（’93）、澤村健一（’03）

第１部 総会
　第１部総会は、支部長が議長となり、１号議
案2011年度事業活動実績報告、２号議案2011年
度予算実行報告、３号議案2012年度事業計画、
並びに、４号議案2012年度予算案について審
議。活動については市橋副支部長、予算につい
ては田中事務局長、斉藤監事から説明、報告さ

れました。いずれの議案も参加者全員の拍手を
もって承認されました。またその他の活動報告
として、ソーシャル・ネットワーキング・サー
ビス（SNS）を活用した応化会ネットワーク構
築に関する新規取り組みについて、中野理事、
澤村両名より説明、報告しました。これは応化
会本部と連動する形で着手したもので、インタ
ーネットを利用して、全国で活躍する応化卒業
生同士をつなぐ新しいツールとなることが期待
されています。

　総会後、全員で集合写真撮影を行い、懇親会
会場に移動しました。

第２部 懇親会
　第２部懇親会から中野理事が司会担当。早桜
会の顔となりつつある軽妙な司会で懇親会を進
めました。川口史郎（’49）大先輩の挨拶と乾
杯の音頭で宴が始まり、テーブル席で和洋中さ
まざまな料理とお酒を前に、和気藹々の愉快な
雰囲気に包まれ親睦交流ができました。
　懇親会開始直後は井上支部長、三島邦男中部
支部幹事にスピーチを担当して頂きましたが、
アルコールがまわってきたと思われる懇親会半
ばで司会がスピーチの希望者を募ると、津田實
理事（’57）に加え、數田昭典（’01）さん、福
田知広（’06）さん、柘植知彦（’91）さん、古

関西支部（早桜会）活動報告

井上支部長による挨拶

市橋副支部長による活動報告 中野幹事によるSNS 説明

集合写真

（応化会ホームページより）
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山文穂（’05）さん、山添勝巳（’72）さん、井
上昭夫 （’67）さん、古川直樹（’86）さんら早
桜会会員が、次々とスピーチに立ち上がりまし
た。年配者から若手まで、皆さんなかなかマイ
クを放さず、ウィットに富んだスピーチで盛り
上がりました。
　あっという間に時間は過ぎ、懇親会最後は、
恒例となった全員での校歌斉唱、および中野理
事の会場に響き渡る力強いエールで閉会となり
ました。それぞれがまだまだ喋り足りない状況
で、時間の許す者は、場を居酒屋に移して二次
会が行われました。

 （文責：澤村健一）

■�早稲田応化会関西支部（早桜会） 2012年度
第1回懇話会開催報告 

　2012年度早桜会第１回懇話会を６月23日
（土）15：00～17：30大阪中央電気倶楽部で開
催しました。今回の講師は、大阪大学大学院基
礎工学研究科教授の岡野泰則氏（83年卒）で、
“学問としての化学工学” と題して講演いただ

きました。
　講師は卒業以来、大
学教員として研究と教
育に携わってこられて
ました。最初に、これ
までの多彩な経歴につ
いて紹介されました。
まずは、かつての留学
先のカナダ、ビクトリ

アでの生活紹介から始まり、続いて、大阪大学
および基礎工学研究科の構成、設立理念などに
ついて紹介いただきました。次に、化学工学の
成り立ちの歴史、定義について、中でも講師が
専門に取り扱っている移動現象論の成り立ちの
背景や、いかに実用に役立つか、機械工学分野
との違いなどについて詳細説明がありました。
講師は卒業以来、流体運動を記述する微分方程
式の数値解析をして、ミクロからマクロの世界
までの統一理論を確立することをライフワーク
として、研究されてきました。そして、終章で
は大学の組織や、財政の実態について、分かり
易く説明いただきました。
　講師は３年前に静岡から大阪に移動されまし
たが、前任の大学では工学部という立場で、多
くの企業と極めて現場に近い共同研究をしてき
たこと、大阪では基礎工学研究科という立場
で、基礎的かつ学問的な研究にシフトされたこ
となどに触れられました。その後、早稲田の学
生時代から現在まで継続している微小重力環境
を用いた半導体材料の作製に関し、研究を始め
たきっかけや、当時のエピソードについて、懐
かしい当時のビデオ等を用いて熱く紹介されま
した。特に、微小重力環境下で顕著となるマラ
ンゴニ対流は、講師のかつての指導教員であっ
た平田彰教授が抽出操作等の化学工学の単位操
作内で注目した現象です。それが30年以上の時
を経た現在でも全く別の分野でも重要性を認識
されており、これこそが単に製品が出来れば良
いといったものとは異なる、学問としての化学
工学である旨を強調されました。この７月に
は、長年待った国際宇宙ステーション内での実
験が、いよいよ実施される予定で、その成果を
大いに期待して、待ち遠しく感じられました。
紹介された実験の数々が、動画や綺麗な図面で
紹介され、とても理解し易く、面白い結果で興
味の尽きないものでした。

　最後の１時間は “大学” と言う一般社会から

参加者（敬称略）
（中部支部来賓）:
堤 正之（’67）、三島邦男（’67）
（関西支部会員）:
川口史郎（’49）、津田 實（’57）、井上征四郎（’62）、
前田泰昭（’64）、市橋 宏（’67）、井上昭夫（’67）、
田中航次（’67）、山添勝巳（’72）、篠崎匡巳（’80）、
斎藤幸一（’83）、古川直樹（’86）、脇田克也（’86）、
中野哲也（’87）、柘植知彦（’91）、中島隆行（’93）、
髙島圭介（’98）、數田昭典（’01）、澤村健一（’03）、
古山文穂（’05）、福田知広（’06）

懇親会風景

講師の岡野泰則氏
懇話会
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では、一見判
りにくい組織
の説明、複数
の大学を経験
された講師な
らではの、大
学による現代
学生気質の違
い、昨今の大

学の抱えている数々の問題点などを、具体例を
挙げられながら、ユーモアたっぷりに紹介いた
だきました。とても信じ難いモンスター（学
生、親）とのバトルの紹介は、参加者全員驚き
をもって、拝聴しました。参加者からの質問も
多くあり、とても、時間が短く感じた、面白い
講演でありました。
　懇話会終了後は、居酒屋に席を移して、更に
質疑応答の継続から、他愛の無い話題まで、酒
を飲みながら、和やかに、楽しい時間を過ごし
ました。
当日の参加者
津田　實（57）、井上征四郎（62）、岩本皓夫
（67修）、市橋　宏（67）、田中航次（67）、辻　
秀興（67）、井上昭夫（67）、篠崎匡巳（80）、齋
藤幸一（83）、岡野泰則（83）、脇田克也（86）、
古川直樹（86）、中野哲也（87）、澤村健一（03）

 （井上　記）

■�早稲田応化会関西支部（早桜会） 2011年度
第3回懇話会開催報告 
　2011年度早桜会第３回懇
話会を３月３日（土）15：00
～17：00　大阪中央電気倶
楽部で開催しました。今回の
講師は、奈良女子大学理学部
化学科准教授の中島隆行氏
（93年卒　清水研）、「奈良女
子大学での教育と研究」と題
して講演いただきました。

　講師は、５年前に早稲田から奈良女子大学へ
赴任され、現在までの教育と研究活動を奈良女
子大学の歴史と共に紹介されました。奈良女子
大学には現在、文・理・生活環境の３学部があ
り、前身は奈良女子高等師範学校、102年の歴
史を数えます。他に日本には、東京、広島に女
子高等師範学校があり、東京女子高等師範学校
は、お茶の水女子大として現存しますが、広島
は広島大学に吸収合併されたとのことです。
　また、奈良県には他に国立・公立・私立大学

が合わせて10大学ほどありますが、奈良女を含
め総合大学がないというのは珍しいとのことで
す。近鉄奈良駅の北側、東大寺の西側に位置す
るキャンパスは、元奈良奉行所跡にあり、構内
の奈良の八重桜から分離された清酒酵母を用い
て創立100周年を記念して「奈良の八重桜」と
いうブランドの清酒が発売されています。講師
が持参された清酒を講演の合間に一口ずついた
だきました。すっきりと飲み口の良いお酒でした。

　講師の研究分野である有機金属化学、錯体化
学の概要、ならびに現在奈良女子大学で行って
いる有機多座配位子を用いた後周期遷移金属多
核錯体の構造制御に関する話を伺いました。
　そのあと、研究教育機関としての女子大の在
り方について種々問題提起があり、参加者と意
見交換を行いました。また、女性教員（研究
者）の比率を30%に高めることが目標となって
おり、民間の企業研究所の現実との比較等議論
が交わされました。
　懇話会終了後、場所を北新地の西はずれの馴
染みの居酒屋に移し、しばし色々な話題をさか
なに盛り上がりました。 以上
 （田中航次　記）

二次会風景

講師の中島隆行氏

当日の参加者
津田實（57）、井上征四郎（62）、市橋宏（67）、
岩本皓夫（67）、田中航次（67）、辻秀興（67）、
篠崎匡巳（80）、斎藤幸一（83）、齋藤広美
（85）、沼田雄一朗（88）、中島隆行（93）、數田 
昭典（01）、澤村 健一（03）、加藤真裕（06） 

二次会風景

懇談会
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■ �応用化学会会費納付が、コンビ二、銀行（Pay-easy利用）、インターネット（PayPal経由）
から出来るようになりました。

　会員の皆様からの要望に応え、従来の「ゆうちょ銀行」払込取扱票、「銀行口座からの自動引落」
に加えて、「コンビニ払い」、「Pay-easy」（共にヤマトフィナンシャル㈱の「メール便コレクト」サ
ービスを利用）、「PayPal」によるインターネット上での会費納付を追加しました。これにより、
思い出した時に、手間が少なく、会費納付が出来るようになりました。
　応用化学会の活動は、会員の皆さんの会費で運営されていますので、納付による支援をよろしく
お願いいたします。

①コンビニ払いで納付：
　今号に同封の応化会費払込取扱票は、「コンビニ」（窓口）、「ゆうちょ銀行」（窓口・ＡＴＭ）、
「Pay-easy対応の金融機関」（パソコン・携帯・ＡＴＭ）での納付に対応しています。　いずれも単
年度（2012年度）分会費のみ　納付可能です。
　「コンビニ」「ゆうちょ銀行」での納付は、この払込取扱票をご持参して納付下さい。
　「Pay-easy」での納付可能金融機関と支払方法（パソコン・携帯・ＡＴＭ）は、ヤマトフィナン
シャル㈱のホームページからお調べの上、納付お願いします。ご不明の点は、応用化学会事務局ま
でお問い合わせ下さい。
 
②「PayPal」で納付：
　応用化学会ホームページの「事務局」－「会費納付」のページから、納付サイトへ入り、納付お願
いします。
　「PayPal」ゲストとしてクレジットカードで支払うことも出来ます。

③「会費自動支払制度」で納付：
　最も手間が掛からず、会費の割引があります。本制度の特徴は以下の通りです。
１） 毎年4月18日（原則）に自動的に指定口座（事前登録）から引落となります。
　　 但し、当該年度（1年分）の会費のみ引落可となり、2012年度から納付開始希望の方は2012年

12月末までに申請書類を事務局へ提出願う必要があります。
２）  全国の都市銀行、主要な地方銀行・信託銀行および全国郵便局等の口座から自動支払が利用出
来ます。詳細は応用化学会事務局までお問い合わせ下さい。

３）  本制度をご利用の場合は、年会費は年額2,850円となります。
　尚、手続きについては、事前登録等の時間を考慮する必要がありますので、事務局までお問い合
わせ下さい。応化会ホームページからもお問い合わせ出来ます。

事務局からのお知らせ

＊Paypal： 電子メールアカウントとインターネットを利用した決済サービスを提供するアメリカ・サンノゼ
に本社を置く企業で、世界最大級のオークションサイト「e-bay」グループの一員。その決済サ
ービスは世界190以上の国と地域で利用出来る。
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■2012年度版会員名簿の頒布申込みを開始しました
　現在、2013年前半に会員名簿を発行する予定で進めておりますが、ご希望の方は本号に同封の書
類をご覧頂き、頒布申込みならびに名簿頒布価格代を納付お願いします。
　今回は、名簿頒布価格代を事前に頂いてからの発送（来年2月～3月を予定）となります。

■個人情報保護の基本方針と細則についての補足
　会員から文書による個人情報の利用停止の請求があった場合は、次の取扱いとします。
ご希望の場合は事務局に　その旨、郵便・ファックス・電子メールのいずれかでお申し出下さい。

１．会員名簿への掲載停止
　会員名簿には、会員種別・卒業年次・卒業研究室名・氏名（旧姓を含む）・自宅住所・自宅電
話番号・勤務先名称・勤務先所属・勤務先電話番号が掲載されますが、会員種別・卒業年次・氏
名以外の全部または一部の掲載を停止出来ます。
２．他の会員への開示または提供の停止
　他の会員からの照合に対して、名簿掲載内容以外の個人情報（電子メールアドレスが該当）の
開示または提供を停止出来ます。

■同期会開催を支援します
　久しく会っていない仲間（同期）と母校で会ってみませんか？　そんな皆さんの希望をかなえる
ことに、応用化学会も支援しています。
　今年度は、既に新13回、新18回、第20回の3年次の評議員から申込みを頂き、支援を始めていま
す。具体的には、
　・応用化学会保有データにより、事務局で案内ハガキを印刷して投函（郵送料応化会負担）
　・西早稲田キャンパス構内であれば、懇親会場予約代行
　・応化会ＨＰでの開催案内掲示
（郵送料負担は、希望が多い場合は　初めて応化会支援を受ける場合を優先しています）
　その他、色々な相談にもお答えしていますので、一度　応用化学会事務局（下記）へご相談下さ
い。
　尚、2012年度下期の開催の支援申込み締切は　2012年12月末となっています。

■応用化学会　会旗の貸出
　応化会の行事で使用しています会旗（縦1.2ｍ×横1.8ｍ）
を皆さんの同期会、同門会、他応化会会員の集まりで飾
りませんか。費用は送料も含めて掛かりませんので、是
非ご活用下さい。
　貸出の詳細は、応化会ホームページ（「事務局」－「会旗
の貸出」）をご覧下さい。

早稲田応用化学会　事務局：　ＴＥＬ　０３－３２０９－３２１１（内　５２５３）
　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　０３－５２８６－３８９２
　　　　　　　　　　　　　　Ｅメール　oukakai@kurenai.waseda.jp
　　　　　　　　　　　　　　ホームページ　http://www.waseda-oukakai.gr.jp/
　　　　　　　　　　　　　　（「応化会」で検索してください）
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今回の会報では、河村会長の巻頭言にはじま
り、武岡氏の「今ここで頑張っています」、田
中氏と國本氏の「若手の頭脳」をはじめ示唆に
富む記事を集めることができました。編集段階
で、皆様より先にこれらの記事を興味深く読
み、考えさせられることが多くありました。そ
の直前に、逢坂先生からご恵贈いただいた「も
のづくり大国の黄昏」（逢坂哲彌監修，日経
BP，2012）を読んでいたことも、考える理由
の一つとなっています。

この９月には、化学工学部門に新進気鋭の教
員として野田優教授が着任されました。また、
竜田邦明先生（早稲田大学栄誉フェロー）がア
メリカ化学会（ACS）賞2013のErnest Guenther 
Award in the Chemistry of Natural Products
を受賞されます。これらの嬉しいニュースの詳
細については、次号と本号に掲載します。

今回の会報で、筆者は「伝統の逸品 番外編」
も担当し、６号館の「豊明會記念應用化學實驗
室」のレリーフについて紹介しました。早稲田
キャンパスに応用化学科の名前を刻んだレリー
フがあることを不思議に、あるいは嬉しく感じ
る方々もおられるはずです。本号の表紙とし
て、藪野先生による旧理工学部13号館（旧９号
館の向い）を採用していただきましたので、

「伝統の逸品 番外編」と合わせてご鑑賞くださ
い。

本編で省いた内容を編集後記に記述しておき
ます。まず、当該レリーフに関する伝説のご紹
介。このレリーフは、旧応用化学科９号館建設
より前のものではないか、とのご指摘です。こ
のレリーフはそれ以前に使用されていた応用化
学科の仮実験室のもので、取り壊しの際にはず
し、旧応用化学科９号館に移設されたと「聞い
た」との証言が複数の卒業生から寄せられまし
た。今となっては真偽不明ですが、そのような
可能性も含めて、種々のドラマが感じられま
す。

つぎに筆者個人の感傷。これだけ多くの寄付
をいただきながら、応用化学科や早稲田応用化

学会の中でも森村豊明会や豊明館のことはあま
り話題になりませんでした。65号館に移設され
た小倉記念室の名前は多くの方々に記憶されて
います。それに引き替え、と比較するのは適切
ではありませんが、森村豊明会の名前を積極的
に残す努力が少なかったようで残念に感じられ
ます。後述の「早稲田大学理工学部百年誌 通
史」では、森村豊明会やその主宰者である森村
市左衛門氏について行を割いて紹介されてお
り、名誉復活がなされたともいえます。現在の
価値に換算して百数十億の寄付をいただいてい
たことを考えれば、関連各位に感謝の念を抱き
つつ、そのような期待感に応えていくことが応
用化学科そして卒業生にとって重要なことにな
るはずです。

原稿を執筆するに当たり、筆者は「早稲田大
学理工学部百年誌 通史」（2007）の応用化学科
に関する項目を久しぶりに再読しました。応用
化学科実験室の変遷を読むと、この約百年の間
に幾度も災害と戦災に遭遇し、それらを乗り越
えて今日の応用化学科さらには早稲田応用化学
会があることを痛感します。悲劇の一例は、豊
明館と名付けられた最初の応用化学実験室。
1918年に竣工式が行われていますが、なんと５
年後の関東大震災により全焼失しています。当
時の教員と学生の落胆には想像を絶するものが
あります。同誌は、大学の図書館をはじめ早稲
田応用化学会事務局でも手にすることが可能な
ので、興味のある方々は写真史を含めて、ぜひ
ご覧ください。

そして、2017年に応用化学科創設百周年、
2022年に早稲田応用化学会創立百周年。今から
５年後と10年後ですが、予定された祝祭なの
で、少しずつその日に向けての準備を進めるべ
きでしょう。我々は航海でどのような舵取りを
していくべきか？ まずは目的地と針路を決め
ていく楽しい作業が待っており、それに取りか
かるべき時機が到来したように感じています。

（桐村　光太郎　応用化学科　教授　新制33回）

●2012年秋号編集後記
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逝去者リスト：		
氏名	 卒業回	 逝去（年月日）
逵井　明徳	 旧22	 2012年2月27日
有賀　元廣	 旧23	 2010年9月11日
奈良崎　雅彦	 旧27	 2010年11月
林　鉄錚	 旧28	 2012年7月5日
市瀬　一雄	 燃02	 2011年8月23日
小田　五郎	 燃02	 2006年10月
今津　清吉	 燃06	 2011年7月9日
藤沼　茂	 燃07	 2012年2月
鈴木　市三	 新02	 2011年11月18日
松永　寿夫	 新04	 不明

入江　博厚	 新05	 不明
川村　幸雄	 新06	 2012年4月1日
村上　明	 新08	 2012年2月5日
植木　至朗	 新09	 不明
保坂　弘毅	 新10	 2012年4月27日
北川　三郎	 新13	 2011年10月26日
田村　明久	 新13	 2011年2月
足立　昭子	 新17	 不明
神力　紘明	 新17	 2012年8月12日
三田　宗雄	 新17	 2012年5月25日
星野　嘉尚	 大03	 2011年5月13日
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「豊 會記念應用化學實驗室」のレリーフ

　右から左に向けて「（上段）豊明会記念（下段）応
用化学実験室」と書かれたこの大きなレリーフ（写真
１）は、応用化学科の歴史を感じさせる伝統の逸品で
ある。現在も、早稲田キャンパス６号館北側（写真
２）で見ることができる。
　理工学部全体が現・西早稲田キャンパス（旧称・大
久保キャンパス）に移転を始め、応用化学教室が1967
年（昭和42年）に完全移転するまでは、改修前の６号
館すなわち応用化学実験室を応用化学科は本拠地とし
ていたのである。
　演劇博物館の隣に位置する６号館北側（写真２）の
１階は、現在、教育学部理学科の研究室や実験室とし
て使用されている。６号館の北側と南側の境目の部分
は昔の建築構造が残されており、写真２に見える３つ
のアーチ型の入口をくぐり、向かって左側（写真３）
の上部に写真１のプレートがある。
　レリーフにある豊明会は森村豊明会のことで、教育
や社会事業に多額の寄付を行った財団法人である。江
戸時代から活躍した商人で、明治～大正時代には財界
の重鎮となった森村市左衛門氏（６代目、男爵）が主
宰した。同氏は、現在のノリタケカンパニー、TOTO
や日本碍子（ガイシ）を設立、森村学園の開設者とし
ても知られている。
　森村豊明会から、早稲田大学とくに応用化学科は多
額の寄付を受けており、３つの実験室が建設されてい
る1，2）。（1）応用化学科の最初の実験室は1918年（大正
７年）、森村豊明会の寄付により建設された。豊明館
と名付けられた赤レンガ２階建ての威容な建物につい
ては、竣工式の写真が残っている１）。だが、この建物
は1923年（大正12年）９月１日の関東大震災により全
焼失してしまう。（2）つぎに、応用化学教室の仮実験
室が1924年（大正13年）に鉄骨コンクリートの建物と
して建設された。この際にも森村豊明会から多額の寄
付を受けている１）。この仮実験室は、1936年（大正11
年）まで使用された。（3）その後、1936年（昭和11年）
に応用化学教室の本建築が行われ、旧応用化学科９号
館（現６号館）が建設された。建築費の一部として豊
明会の寄付を受けている１）。当時としては日本最高の
化学実験室の設備であったという。改修前のこの建物
の一部（写真２）が６号館に残り、「豊明会記念応用
化学実験室」のレリーフ（写真１）もそのまま現存し
ている。
　森村豊明会や豊明館、さらには応用化学科との関連

を知る人は少ない２）。現在、理工学術院の62W-112に
「森村記念ラウンジ」の名を残すのみである。また、
Wikipediaには森村市左衛門氏（６代目）の項目があ
り、慶應義塾大学、日本女子大学、高千穂大学などへ
の寄付に関する記述があるが、早稲田大学や大隈重信
との交流に関する記述はない。応用化学科との関連に
ついての記述がないことを残念に感じているのは筆者
だけではないだろう。

文献 1）「早稲田大学理工学部百年誌 通史」， 早稲田大
学理工学部百年誌編纂委員会（2008）．とくに、応用
化学科の項（p. 379－398）を参考にしたが、２．「学
科を育てた人々」の２.３に森村市左衛門氏の項目が
ある。
2） 早稲田とともにわが人生， 宇佐美昭次 （2002）．

桐村　光太郎　（新制33回）
先進理工学部　応用化学科　教授

写真１　「豊明会記念応用化学実験室」のレリーフ

写真２　 早稲田キャンパス6号館北側と南側を連結す
る１階




